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御曹司の敏腕社長が初恋をこじらせたようです
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　御息みそく怜貴れいきは悩んでいた。

　巨額の利権が絡む取引前でも、これほどは悩まないというのに真剣に考え込み、迷っていた。

　たかだか、二か月短期の派遣社員を雇うだけだというのに。それでも、即決が信条の今までになく判断に迷いがあった。

　一人は前職が銀行員なので、怜貴の会社の事業であるＭ＆Ａにもすんなり馴染むだろう。しかし、正社員を望んでの転職ということで、おそらくその期待には応えられない。

　もう一人は短期の派遣業務を繰り返しているので一般事務や庶務については問題なく、期間内業務をこなしてくれることだろう。しかし、株式売買などの特殊な知識は持っていないようなので、その辺りに不安がある。

　普通なら、元銀行員の女史が短期でかまわないと言っていたらそれで良いだろう。しかし、しかしだ。

　これは私情ではない。多分。

　短期派遣のプロ、椎名しいな理香子りかこの落ち着いた態度、人を安心させるような笑みがとても好ましく、彼女に仕事を任せたいと思ってしまったのだ。




　今回のこの求人は、怜貴の従兄弟である御息雅貴まさきが入社したことが発端だ。

　怜貴は彼の実家が手広く事業を広げるグループ企業で勤めたのち、Ｍ＆Ａに特化する子会社を立ち上げた。社員数はまだ十名ほどだが少数精鋭で、より多くの利益をあげる為、皆頑張っている。

　雅貴は、怜貴にとって父の弟の子、分家の一人息子だ。その彼が、ノウハウを教えて欲しいと入社を願えば否やはない。ただ、雅貴は京都が本拠地でそこで仕事をしたいと言うので、三か月は東京の内幸町駅近くにあるこの事務所に勤務し、後は関西で仕事を手掛ける、ということらしい。

　雅貴は学生時代に手掛けた不動産取引や輸入貿易でも利益をあげており、ビジネスの才能はある。彼が本腰を入れたら関西支社どころか、雅貴を社長とした会社を立ち上げあっという間に黒字経営にすることだろう。しかし、あまり必死に働くつもりはなく『彼女に美味しい物を食べさせて養えるくらいの収入で十分』ということらしい。

　それは良い。

　雅貴が彼女一筋で、彼女だけを大切にしたいというのは、それはいい。

　しかし、それが元で元々勤めていた女性社員、佐伯さえき美奈みなが退職願を提出するに至るのは、怜貴にとって頭の痛い出来事だった。

　雅貴は人目を惹く美貌を誇っており、すれ違う者が振り向くほど輝いている。佐伯にとっては認めたくもないだろうが、知らず知らずのうちに惹かれ、見惚れてしまう存在だったのかもしれない。彼女もまだ二十八、抑えきれない想いというのはあるだろう。

　しかし、雅貴はそれに我慢ならなかった。見つめられたくもないし、想われるのも迷惑だとはっきり告げたのだ。佐伯が告白もしていないというのに。

　心の奥底の想いを暴かれ、拒絶されると、気の強い佐伯はすぐに退職願を怜貴に突きつけた。もうこんな所で働いていられないと怒って告げたのだ。恋心は否定して。

　怜貴は慰留した。佐伯は全員の庶務や事務を一手に引き受け、骨身惜しまず働く優秀な女子社員だった。負けず嫌いで、社長である怜貴にさえ生意気な口を利くところもあるが、そこは特に気にならないしビジネスに役立つならそれで良い。しかし、雅貴にはそんな強気で偉そうとも取れるフランクな物言いも嫌だったようだ。

　彼は佐伯の退職について、冷然と言い放った。

『辞めたいならそれでいいんじゃないですか。彼女程度の能力なら、いくらでも代わりがいるでしょう。今度はあまり馴れ馴れしい態度ではない人が良いですね』

　二人の相性は最悪だったらしい。

　雅貴にすれば、寄ってくる女なんて鬱陶しいしそっとしてくれるなら別に誰でもいい。

　佐伯の立場からすると、入社したての若造に教えてあげようと優しくすれば邪険に扱われ、告白の前に拒絶された。想いがあってもなくても、彼女のプライドはズタズタだ。

　確かに雅貴は生まれついての御曹司で、将来グループの中核を担う人間だ。ただの新人ではないし、佐伯の態度も改める必要があったのかもしれない。だが佐伯は後輩に気を遣うなんてと先輩風を吹かして我を通し、意地になったのか決定的な亀裂を作ってしまった。

　雅貴にも、人を思い遣るという部分においてはあまり期待できない。この会社で仕込めば改善はできるかもしれないが、本質的には無理だろう。しかし、あと二か月だ。その後は、雅貴はこの東京の事務所には来なくなる。

　そういうわけで、とりあえず二か月、佐伯には休暇ということで休みをとらせ、その代わりに派遣社員を短期で雇うことにしたのだ。




　派遣社員という存在を初めて雇う怜貴は、派遣会社の担当に「男性を雇いたいのですが」と言って首を横に振られた。職業に男女の指定をするのは原則、認められていない。雇用機会均等法だ。

　それでは既婚者を、というのも却下された。未婚既婚で就職の有利不利になることは許されない。派遣会社というのは、派遣先が求める能力を持った人物を、男女や未婚既婚、年齢の区別なく用意するものなのだ。

　そう言われてみればそうか、と怜貴は考えて言った。

『私情を交えず仕事を粛々とこなす、派遣のプロを寄越してください』と。

　これまた原則、派遣社員と面接を行うことは許されていない。顔合わせ、という名目で就業前に一度打ち合わせをし、先方には会社見学という態で来てもらう。そこで今までの経歴を聞いたり、任せたい業務の説明をしたりすることになる。大抵、一社が紹介するのは一度に一人だ。

　ただし、派遣会社数社に募集をかけて何人もの顔合わせをすることはできる。今回、怜貴は大手派遣会社二社に声をかけ、二人の人材と顔合わせという名の面接を行った。

　最初に会った元銀行員は、いかにも真面目で仕事をこなしそうな女性だった。転職し、初めての派遣になるらしい。いずれはまた正社員になりたいが、Ｍ＆Ａという業務に関心があってここで働きたいと述べていた。確かに、短期とはいえ経験にはなるだろうが、彼女にこなしてもらうのは庶務事務だ。もしその分野で正社員になりたいなら、ここよりもっと実務をこなせる会社に行けば良いのでは、とも思う。

　それに、職歴四年ということは二十六、七歳であろう年齢と生真面目そうな風貌に怜貴は少し危機感を覚えた。佐伯の二の舞いになって同じことが繰り返されても困る。会わせてみないとわからないが、しかし、彼女は雅貴に無意識ながら、抵抗しつつもぽぉっとなってしまいそうな懸念はあった。

　それに比べて、椎名理香子は……。

　彼女のことを思い浮かべ、簡単な経歴が記された用紙を見つめ、知らず知らずのうちに怜貴は熱い息を吐いた。その用紙には、彼女のフルネームも年齢も住所も記されていない。個人情報保護の為、今まで経験した職務の内容しか教えてくれないのだ。

　彼女が初めて、派遣会社の担当者と一緒にミーティングルームに入ってきた時、怜貴はなぜか後頭部をガツンと殴られたような衝撃を受けた。目を瞠って彼女を見つめる。担当者の声が遠くで聞こえた。

『それでは、弊社スタッフを紹介いたします』

　彼女が微笑んで挨拶をした。

『椎名理香子と申します。よろしくお願いいたします』

　副社長でかつ怜貴の右腕、会社立ち上げ以前からの仲間である天岡あまおか芳郎よしろうが『どうぞおかけください』と言ったが怜貴は何も考えられなくてぼんやりしたままだった。

　皆が座っているのに気づいて慌てて怜貴も席に着き、天岡と理香子が業務についての質疑応答をしているのを聞き流しながら、じっと理香子を見つめていた。セミロングの落ち着いた髪色は上品で、よく似合っている。優しそうな微笑みを湛えた瞳に、ふっくらとした唇が動いている。その唇を見ていると、これまたなぜか怜貴の下腹部が熱くなってきた。いけない、と顔を逸らしてもまた視線が吸い戻される。

　理香子の年齢はおそらく三十歳位だろう。落ち着いた物腰に、女としての艶が乗っている。スタイルだって良い。スーツを着ているが、ありがちなリクルートスーツではないしっとり上品な膝丈スカートだった。若く細いだけの女には見られない、触れたら心地よさそうな肌。胸も大きいし、ヒップもしっかりしていて、熟れているという言葉がぴったりだ。無意識に、怜貴は生唾を飲み込んでいた。こんなに上の空で打ち合わせに参加したのは初めてかもしれない。食べ頃の熟れた女が目の前にいると、何も考えられなくなるのだと怜貴は初めて知った。

　結局、怜貴は株式や会社の売買に関する知識を尋ね、理香子は勉強不足であまり、という返事だけをして、打ち合わせは終わった。

　だから、知識では元銀行員、しかし雅貴のことがあるから理香子の方が……と考えたところで今まで考えつかなかったある可能性にたどり着く。

　もし理香子が雅貴に見惚れたりしたら……。すると怜貴の胸の辺りがキリキリと痛みだした。

（おかしい、心臓に持病はないはずだが）

　息を深く吐いて吸って、それから決めた。

　もしそうなったら、自分が何とかすれば良い。







　怜貴が理香子を雇うことに決め、彼女に来てもらってから一週間ほどが経った。

　結果から言うと、理香子を選んだのは大成功だった。

　人当たりが良く、頼まれた仕事は笑顔で引き受けるがテキパキこなしてくれる。雑談を振られると、愛想よく答えるが自分からぺらぺらとお喋りはしない。懸念していた、雅貴との関係も良好だった。

「女性に困っていてあまり馴れ馴れしくしないで欲しい」

　雅貴が初っ端から失礼甚だしいことを面と向かって言っても心得たもので、了解いたしましたと距離を置き、あまり見つめないようにしている。仕事を頼まれたり、確認したりする時は話すがそれもビジネスライクだ。わからないことがあってもすぐ調べたり自主的に動いてくれたりするし、彼女の能力に不足もなかった。

　事務所の皆は、そんな理香子の態度が好ましいと彼女に来てもらって良かったと言っている。怜貴もその結果に大満足だ。

　理香子は時間通りに来て、契約通りの時間が来ると残業がないか周囲に確認してから、帰る。

　終業時間になると、責任者がタイムシートにサインをするが、彼女に毎日サインを求められるのは怜貴の密かな楽しみになった。彼女にペンを手渡される時に、微かに手が触れるのが柄にもなくドキドキする。

　しかし今日は、電話中に終業時間が来てしまった。遠慮した彼女は副社長の天岡にサインを頼んでいる。怜貴は歯がみしそうになった。

　もし天岡と彼女の手が触れたらどうしてくれようと、電話をしながらそちらを注視する。

「あ、ペンはあるので結構ですよ」

　幸いにも、天岡はそう言って自分のペンで複写式のタイムシートにサインをした。それは良かった。が、その後「業務はどうですか」と声をかけて少し雑談をしたのにはまたギリギリと歯を食いしばるしかなかった。理香子が笑顔で受け答えしていたからだ。

　だが、（そうか、そのようにすれば良いのか）というヒントにはなった。今までは、ご苦労様でしたとかお疲れ様でしたという挨拶しかできなかった。他には、仕事の話だけだ。理香子に何と言って良いかわからないし、何も話すことがない。

　今まで、女性というものは怜貴に勝手に近づいてきてあれこれ好きに話すので、彼からは話題を振ったことなどなかった。それに、特に女にうつつを抜かすでもなく仕事一辺倒で、たまに割り切った女と気晴らし程度に付き合うだけだった怜貴は、同じ職場の女性にいざ話そうとしてもなかなか話せないと気づいてしまった。

（おかしい、以前まで、佐伯には何も考えずに話していたと思っていたが。あれはやはり、佐伯から雑談を振ってきたんだろうか。仕事の話しかしていなかったんだろうか）

　思い出そうとしても、あまり記憶がない。

　ともかく、明日サインを求められた時は話を振ってみようと決心した。




　翌日、理香子の終業時間が近づいてくると怜貴はソワソワし始めた。少ない従業員の事務所だ、社長室やミーティングルームはあるが、怜貴は普段はそこにはおらず、皆と同じ場所で勤務していた。勿論、机や椅子は特別製で上座から皆を見渡せる配置ではあるが。

　電話が鳴って、理香子が取った。

「お電話ありがとうございます、キャピタルパートナー御息でございます。はい、お待ちくださいませ」

　その声をもう少し聞いていたい、電話の声だけじゃない、いろんな声を……。モニターを見つめながらぼんやりしていた怜貴は、突然理香子が話しかけてきて飛び上がりそうになった。

「社長、１番にＭ＆Ａサポート社のヤマモト様です」

　同業者だ。しかも話が長い。怜貴は迷わず即決して言った。

「今打ち合わせ中だから折り返しで」

　居留守だ。しかしその指示に理香子はすぐ応じ、何の疑問も挟まずに通話ボタンを押す。

「申し訳ございません、ただいま打ち合わせに入っておりますので終わり次第、折り返しのご連絡でよろしいでしょうか」

　経験を積んでいるだけあって、理香子の電話応対には間違いなかった。すぐに、相手の名前と番号を書いた伝言メモも書いてくれる。こんな物でも、理香子にもらえるならなぜか嬉しいと思ってしまう。

　怜貴は伝言メモを受け取って、気を利かせて言った。

「そろそろ時間でしょう。タイムシート、持っておいで」

　理香子はにっこりして言った。

「ありがとうございます」

　そしてすぐタイムシートを持ってきて、ボールペンを差しだしてくれる。昨日の天岡は断っていたが、怜貴は断るなんて考えられないとありがたくペンを受け取ってサインをし、そして何気ない口ぶりで言った。

「どうですか、業務は。もう慣れましたか」

「はい、みなさん親切で、わからないことは教えて頂いているのでこなせています」

　俺にも聞いてくれたらいいのに、と思いながら怜貴は責任者らしい口ぶりで重ねた。

「何か困ったことや、問題が起こればすぐに私に言ってください。対処しますので」

「いえ、それは……」

「……？」

　理香子は言い難そうにしている。

　自分には言えない、何かがあるのだろうかと彼女の話を聞くと、口ごもりながらも説明してくれた。

「えーと、私は派遣会社と契約していますので、もし何かあれば派遣会社に申し出ることになっています」

「そう、なのか」

「はい。業務や契約に関することは、すべて派遣会社を通さなければいけませんので。それに、今のところ皆さん良くしてくださって、何も問題なんてありませんから。大丈夫です、ご配慮ありがとうございます」

　にっこり微笑まれて、何とか「それは良かった」と返す。ご苦労様、お疲れ様でしたと挨拶を交わしたが内心、がっかりだった。もっと自分を頼って欲しいのに、派遣法がその邪魔をする。

　いつもは法律を読み込み盾にし使いこなし、潰れそうな会社を買って解体し、必要な部門を欲しい会社に売り渡すという仕事をしているのに。今はその法律が憎い。

　どうすれば、もっと彼女と会話して心を開いてもらえるのだろう、そう考え少々しょぼくれている時だった。

　天岡が帰ろうとしている理香子に声をかけた。

「あ、椎名さん。明日の昼休みに予定はあるかな」

「いいえ、ありませんけれど」

「歓迎会もしていないし、ランチを一緒にどうかな」

　怜貴は思わず十も年上の、普段は尊敬している天岡を睨みつけた。何という巧妙な手法で誘い出すんだ、この男は。

　天岡は四十三歳。勿論副社長に相応しく仕事もできるし見た目だってスマートだ。髪には白いものが交じっているが十分に若々しい。が、妻も子もいる。俺の会社で不埒なことは許さない、とまだ天岡が何もしていないにもかかわらず、怜貴は彼を厳しい目で見据えた。敵対的買収者に対峙している時のように。

　それには気づかず、理香子が応える。

「はい、是非よろしくお願いします」

「では明日、よろしく。社長も、昼のスケジュールは空いているし大丈夫ですよね」

　天岡は鋭い視線を物ともせず、さらりと怜貴に声をかけた。いつもの、買収対象企業の無能な経営者に何と詰め寄られようと受け流す飄々とした態度で。

　怜貴はハッとして口を開いた。

「ああ、大丈夫だ」

「それでは明日、よろしくお願いします」

　理香子はもう一度怜貴に礼をして、そして帰っていった。その礼の美しいこと。怜貴はそれに見惚れ、しばらくぼんやりとしていた。天岡が笑いをかみ殺しているのも、社員たちがひそひそ囁きを交わしているのも気づいていなかった。




　その日は、朝からソワソワとして仕方なかった。いや、前の晩からずっとだ。

　店は、隣のビルの地下レストランフロアにある、少し値段が張る和食料亭の店に決めた。怜貴が自ら予約の電話をかけた。三名というのが残念ではあるが、天岡が声をかけてくれて実現したランチ会だ。仕方がない。

　昼の時間になると「少し早いけれど」と天岡がソワソワし通しの怜貴と理香子を誘ってくれた。三人で隣のビルへと連れだって行く。

　怜貴の会社は日比谷公園の近くにあるビルのワンフロアをテナントとして借りている。最寄駅は都営三田線の内幸町駅だが、メトロの霞ケ関駅も虎ノ門駅も徒歩圏内だ。足を伸ばせば山手線の新橋駅にだって行ける。便利で、環境も良いところだ。

　席に通され、注文してから怜貴はさっそく聞きたいことを尋ねる為に口を開いた。

「椎名さんは、どこに住んでるの」

「社長！」

　駄目だと言わんばかりの声をすぐあげたのは、天岡だった。

「なんだ」

「そういうプライバシーを侵害するような、直接的な物言いは如何なものかと」

「ただの世間話、雑談だ」

「答えを強制するように聞こえます」

「だったら、何なら聞いても許されるんだ」

　そう言うと、天岡はまた笑いをかみ殺すように言った。

「椎名さんは、どういう通勤経路を使っているんですか」

　一緒じゃないか、と思ったが、なるほど上手いとも思う。こういう会話術は、怜貴には持ち得ないものだった。

　仕事でも、いつも怜貴は相手に端的に事実をスパッと告げ無駄口は叩かない。その血は確実に、従兄弟の雅貴にも流れている。しかし、天岡は柔和に人の懐に入り込む会話を知り尽くしている。勿論、その雰囲気に騙されたビジネスの相手は痛い目を見ることになるが。

　理香子は二人の会話をびっくりしたように聞いていたが、ふふっと笑って言った。

「私は自由が丘から来ているので、中目黒で乗り換えて霞ケ関まで日比谷線に乗っています」

　怜貴は頭の中にすぐ地図を開いた。が、自由が丘から電車に乗るというのが上手くイメージできない。

「どれくらい時間がかかるの？」

「電車に乗っている時間は二十分少し、朝の混雑遅延があれば三十分くらいでしょうか」

「そんなには遠くないんだね」

「そうなんです。でも、家から駅までが遠くて」

　怜貴の質問は止まらない。

「駅まではどれくらい？」

「二キロくらいですね。だから大体はバスで、たまに家族が送迎してくれます」

「家族って？」

「社長！」

　踏み込みすぎだと、また天岡が注意を促す。しかし、理香子は笑って言った。

「いいですよ。大体、母親が運転してくれますね。雨でバスが混む日なんかは。いい年して、まだ親と同居なんですよ」

　いい年っていくつなんだろう、年齢と誕生日が聞きたくてたまらない。しかしそれ以上言うと、天岡がまた注意するだろう。さすが怜貴は自重した。

　その後は、天岡が主体となって仕事の話に始終した。理香子が今までの会社でどんなことをしたか、を聞いた時はずっと話を聞いていたかったし、理香子が会社立ち上げの経緯と今までの主な実績について尋ねた時は、ずっと話していたかった。食事をしながらの話だったが、時間はあっという間で昼休みからはかなり逸脱してしまった。

「大変、もうこんな時間。社長と副社長がご一緒でなければ、怒られるところですね」

　理香子がいたずらっぽく言うので、怜貴もつられるように笑みを浮かべる。

「大丈夫です、私も一緒に怒られますから」

「うふふ」

　理香子が笑ってくれると、心拍数が高くなる。本当にどうしたことだろう。最近、身体がいろいろ不調を訴えているようだ。働きすぎだろうか。休みを取っても良いかもしれない。しかし、一人で家にいたって楽しくない。理香子と一緒にどこかに出かけられたら良いだろうが……仕事以外の日に誘いをかけて、セクハラだと派遣会社に訴えられても困る。どうすれば……。

　考え込んでいる間に、天岡が請求書は社に回すよう手配をしてくれた。

　再び社に戻る時、理香子が礼を言う。

「社長、副社長、ごちそうさまでした。ありがとうございます」

「いや、構わない。また行こう」

　違和感なく誘えただろうか、怜貴はヒヤリとしながら理香子の反応を伺う。

「嬉しいです、ありがとうございます」

　本当に喜んでいる、ように見える。ホッとしながら、怜貴は理香子と並びながら隣のビルまで歩く。

「………………」

　天岡は三歩ほど下がり、後ろからついてきているので会話の糸口がない。何か言えばいいんだろうが、何を言えば、と半ば焦っていると理香子が口を開いた。

「ここ、ほんと良い立地ですよねぇ」

　怜貴はその話題に飛びついた。

「ああ。どの路線にも近いし、便利だろう」

「そうですよね。日比谷にも近いし」

「日比谷？」

　確かに、日比谷公園はすぐ近くだ。しかし地下鉄日比谷駅の乗り場には少し歩かなければいけない。十分徒歩圏内だが。

　銀座が近い、というならわかるがなぜ日比谷なのだろう、と思ったが理香子は曖昧な笑みを浮かべ話題をそれで打ち切った。

　日比谷に何かあるんだろうか、それとも考えすぎなんだろうか、そんな思いが怜貴の心に染みのように残った。







　その日、怜貴は日比谷のホテルでアメリカから来た投資家と夕食を共にし、打ち合わせをこなした。最近の外国人富裕層といえば、外資系ホテルに宿泊することが多いが、古くからの知日派を自称するその投資家は来日の度に歴史ある日本のホテルにステイしている。今回も、そのホテルのサービスの良さを何なに故ゆえかその投資家が怜貴に誇らしげに語り、しかしおかげで商談は上手くいきそうだ。

　タワー館の地下一階にある日本料理屋での会食を終え、怜貴は地上へと出た。時刻は二三時前。だが週の真ん中で仕事はいくらでも残っているので一旦、社に戻るつもりだった。

　ふと、理香子のことを思い出す。彼女は今日、午後から用があるとかで早退をしていた。何の用だろうか、と尋ねたかったがあまりに直接的すぎて嫌だと思われるのも困ると理由は聞けていなかった。明日、雑談のついでに何か聞けるだろうか。

　理香子のことを知りたくてたまらないのに、それがうざったいと思われるのを恐れ怜貴の足は止まったままだった。

　今まで、いろんな女に纏わりつかれていた。あれこれちょっかいをかけられ、会話にもならないのに質問を繰り返す女性には辟易したものだった。好奇心を満たす為の質問を、迷惑だと思っていたが今は逆の立場になりそうだ。

　理香子の方からあれこれ話をしたり、質問したりしてくれたら良いのに。そう思うが、彼女は会社では常に控えめで仕事に徹し、愛想よく雑談に応じるものの無駄口を叩くわけではなかった。

　どうすれば彼女のことを……。

　思い浮かぶのは彼女のことばかりだと苦笑しながら帰社の途につく。タクシーで帰ろうかとも思ったが、ここからでは近すぎる。日本酒を散々勧められ飲まされたので、酔い覚ましに歩くのも良いだろう。怜貴は日比谷通り目指して歩き始めた。ふと、前方に見知った女性がこちらに向かって歩いてくるのがわかり、怜貴の心臓は高鳴った。

　椎名理香子だった。

　しかし、時刻はもうすぐ二三時になろうとしている。前方にある日比谷公園は真っ暗だし、ホテルの目の前にある劇場だってとっくに幕が下りている時間だった。

　そう、おそらく彼女は今まで怜貴がいたホテルから出てきたのだろう。その可能性にたどり着いた瞬間、全身の体温が下がるような激しいショックが襲ってきた。

　まさか、そんなという気持ちで一歩も歩けない。足が止まる中、理香子は怜貴には気づかないようで横断歩道を渡り、脇道に消えていく。おそらく晴海通りにある日比谷線の駅入り口に向かったのだろう。

　別に彼女が何もおかしなことや、法に触れる行為をしているわけではない。彼女は独身で家族と同居だと言っていたし、たまには夜遊びして、交際している男性やボーイフレンドとホテルで楽しむのも良いだろう。

　しかし、そう納得させようとしても怜貴の心が拒否する。考える度に胃も、心臓もキリキリとした痛みを訴えるのだ。

（俺なら、ホテルから出た彼女を、一人帰すようなことはしない）

　そう考えると怒りさえ湧いてくる。

　けれど、怜貴の目はしっかり捉えていた。彼女が今までに見たことがないような、うっとりと蕩けた表情をしていたことを。

　理香子は満足しきった、とろりとした瞳で歩いていた。誰が、あんな表情を彼女にさせたんだろう。そいつは今もまだ、ホテルの一室でのうのうと過ごしているのだろうか。

　ぐっと拳を握りしめ、怜貴はそこに立ち尽くしていた。







　それでも朝はやって来る。

　一睡もできず酷い気分だったが、怜貴はいつもより早く出社した。いつも通りの時間に来た天岡は、何か言いたそうだったが怜貴の顔を見て賢明にも何も言わなかった。

　やがて、理香子が出社してきた。

「おはようございます」

　彼女はいつにも増して美しく、そして幸せそうに見えた。

　ああ、昨日のことが何かの誤解であれば良いのに。さりげなく、確認できないだろうか。

　そう思った怜貴は、彼女が給湯室に立ったのを見ると大急ぎで追いかけていった。

　そして後ろから呼びかける。

「椎名さん！」

「あ、はい」

「昨日の夜、日比谷で君を見かけたような気がしたんだが」

　すると、彼女の頬にみるみる赤みがさしていく。ぽぉっとした表情に、瞳が潤んだのがはっきりわかった。

　ああ、そんな表情を見たくなかった。

　いや、違う。そんな表情をさせるのが、自分以外の誰かだということが我慢できないのだ。

　しかし、彼女は無情にも告げた。

「ふふ、お恥ずかしいです。声をかけてくださったら良かったのに」

「……いや、もう帰るところだったみたいだから」

「そうなんですか。気づかずすいません。ぼーっと歩いていて」

　ぼーっと、というよりはうっとり、ぽぉっとなっていたように見えたが。その言葉は飲み込んだ。

「結構遅い時間だったね？」

「そうですね。社長はどちらに？」

「ああ、私は投資家の顧客とホテルで会食だったよ。アメリカ人のじーさんと」

　別に必要ない情報だが、女性と会っていたわけではないと強調してしまう。すると理香子はにっこりして言った。

「ホテルの中のお店だなんて、素晴らしいんでしょうね。美味しい分高価そうで、庶民にはとても」

　ということは、中のレストランで食事をしたことはないということか？

　昨夜は食事もなしで部屋に呼ばれたのだろうか。考えると腸が煮えくり返りそうだった。しかし、それを押し隠して次の言葉を発する。

「行ったことがないなら、今度一緒に……」

「いえいえ、とんでもないです」

　催促したわけではないので、と困ったような表情を見せて、理香子は一礼して給湯室へと消えた。

　怜貴はがっくりと項垂れた。そんな顔を見たかったわけではない。

　これから、どうして良いかわからなかった。彼女は未婚なのだから、好きな相手と付き合おうが勝手なのだが、上手くそれに対応できない。身勝手な感情だが、裏切られたような気持ちにさえなっていた。午後から休みを取って、ホテルで過ごし、あんな顔をするなんて……。この俺がいるのに！　と叫びだしたくなる。

　彼女は短期限定で雇った人材なのだから、期限が来れば会社に来なくなり、怜貴の前からも消える。今までにそんな人間はたくさんいたはずなのに、彼女と会えなくなると思うと怜貴の中に、焦りが芽生え狼狽えてしまう。

　どうして良いかわからない怜貴は、その場から逃げだし社長室に籠もるようになってしまった。今まであまり使っていなかったその個室で、誰の顔も見ずに仕事に没頭する。

　理香子の顔を見たくなかった。だが、彼女の顔が思い浮かんで心が軋む。気がつけば、ぼんやりしてこれではいけないとハッと己を取り戻し仕事に向かう。が、それでもやっぱりふとすれば理香子のことを考え空を見つめているのだった。

　このままではいけない。一度はっきり、男がいるのか、いるならどんな男なのか、どこのどいつなのか、聞いてみれば良いのではないかと考える。

　しかし、それを聞いてどうなるというのか。彼女に相応しい、独身で働き者の男と付き合っていると告げられたらどうするのか。そういうことを考えると、胸を掻き毟りたくなるほど心の中が荒れ狂った。

　結局、何も言えず、何もできない。そういう日々が一週間ほど続いた。

　今日も怜貴が閉じこもっている社長室の扉が、突然力強くノックされた。

　入れという前にドアを開けて入室してきたのは従兄弟である雅貴だった。

　今となっては、こいつの顔を見るのも苦々しい。怜貴が今こんなにも悩み苦しんでいるのも、元はと言えばこいつが女子社員を辞めさせようとしたからだ。それなのに、雅貴は彼女とずっと上手くいっていて、休みの度に京都に出向いている。

　うまくいっているカップルなどすべて破局して欲しい、そんな危険な逆恨みをしながら怜貴は威嚇するような声を出した。

「なんだ」

「椎名さんの様子がおかしいんですが」

「おかしいって、どう」

「何だか、泣いているみたいですね」

　他人事のようにあっさり、どうでもいいように言い放つ雅貴に怜貴はいきり立った。

「泣いてるみたいって、どういうことだ！　お前が何かしたんじゃないのか！」

「違いますよ。さっきから携帯電話を持って何度も席を外しては、顔色を変えて戻ってきたり、涙ぐんでいたり、仕事になりません。今日はもう帰ってもらいますか？」

「泣いている彼女を、一人帰せるわけがないだろう！」

　こいつは人でなしか、何て冷淡なんだ。常ならば『名前の通り冷たい』と揶揄される怜貴が雅貴に憤る。しかし雅貴は、興奮する怜貴をいなすようにしれっと言った。

「だったら社長がどうにかしてください。話を聞いて、今日は帰らせるか業務を続けさせるか判断してくださいよ」

「わかった」

　怜貴は立ち上がって、しばらくぶりに彼女の就業時間中に皆のいる事務所へと出向いた。

　その背中を見ながら、雅貴が一人誰にも聞こえない声で呟いた。

「やれやれ。怜兄さんも早く認めてしまえばいいのに」







　事務所には社員はほとんどいなかった。皆、出張だったり外出だったりで出かけているのだ。時刻は昼過ぎ。在席しているのは天岡と後から戻ってきた雅貴、それにトイレから戻ってきたらしい理香子だけだった。確かに、雅貴が言う通り携帯電話を机の上に置き気にしている。それに、泣くのを必死に我慢するかのように目が赤くなって潤んでいる。

　怜貴の姿を見ると、理香子はハッとしたように目礼する。怜貴はすぐに近づいて話しかけた。なるべく、優しい声を出して威圧的にならないよう、気遣いながら口を開く。

「椎名さん、どうかした？」

「いいえ、何でもありません。すいません、何度も席を外して。すぐ仕事に戻ります」

「そんなことはどうでもいいから。君のことが心配なんだ」

　怜貴がそう言うと、ぽろり、と理香子の瞳から涙が零れ落ちた。彼女は慌てて涙を手で擦る。

「あっ、す、すいません。ほんと、何でもないんで、大丈夫です。やだ、大したことないのに、こんな、大袈裟にしてしまって申し訳ございません」

「大したでなくても、君は傷ついているんだろう。放っておけるわけがない」

　理香子の瞼が震え、涙がじわりと滲んでくる。怜貴はごく自然に、スーツのポケットからハンカチを取り出し、それを彼女の頬にそっと押し当て流れた涙を吸い取った。

　それは、甘美な経験だった。こんなにも、人を慰めるということは心を震わせるのか。

　今まで、女に目の前で泣かれても鬱陶しいとしか思えなかった。これまでの怜貴にはあり得ない感情が芽生える。もっと、こうしていたい。

　しかし理香子はそのハンカチを受け取って、口を開いた。

「すいません、顔を洗ってきます。ハンカチ、お借りします」

「ああ……」

「ありがとうございます」

　そう言って席を立つ。しばらくして戻ってきた理香子は、目は潤んでいるものの髪をバレッタで一つにまとめ、きりりとした表情に変わっていた。

　そして、久しぶりに自席についた怜貴の前までやって来て頭を下げた。

「社長、申し訳ございませんでした。これから業務に戻ります。先ほどの分は、休憩時間を長くとったということでタイムシートに書いておきます」

　派遣社員は時給換算なので、仕事の時間だけをきっちり計ることができるのだ。しかし、怜貴は首を横に振った。

「いいや、構わない。人間、たまには体調が悪くて席を多めに外すこともある。いつもは真面目に働いてくれている椎名さんなんだし、大丈夫だ」

「いえ、それでも……。ありがとうございます。社長が認めてくださって、嬉しいです」

　信じられないほど感情が大きくうねった。彼女は、俺が認めたら嬉しいのか。そう思うと胸の鼓動が大きくなった。二人はにこりと笑みを交わし、そして、それぞれ仕事に戻った。

　何なら早退してもかまわないが、という申し出も断り、理香子は定時まで仕事をこなし、そしてタイムシートのサインを怜貴に求めた。

「何だか、社長にサイン頂くのは久しぶりですね」

　先週からサインは天岡の物がずらりと並んでいる。今まで、自分は何をしていたんだろうと怜貴は自身の行いを悔いた。彼女を見たくない、会いたくないと社長室に籠もって、その間の彼女に触れられなかった。今は気丈に振る舞っているように見える理香子に、怜貴はいろいろと話をしたくてたまらない。

「ああ、ちょっとあっちの部屋でする仕事が立て込んでいて。ところで明日の昼、久しぶりにどうかな」

「はい、大丈夫です」

　それではお先に失礼します、と理香子は退社していった。

　すぐに雅貴がデスク近くにやって来る。

「怜兄さん、明日がチャンスですね。もう見ているのも焦れったいので、さっさと決めてください」

　会社では社長と呼べ、というのも忘れ、怜貴は言った。

「何がだ……」

「とぼけるのもいい加減にしてください。怜兄さんにも、御息の血は流れていたんですから」

「っ！」

　その指摘に、怜貴は激しく動揺した。まさかそんな、俺は違うという考えが頭に浮かぶ。が、明確に否定することはできなかった。

　御息の血、というのは恋に落ちるとやけに執着し、相手を束縛する一族に特徴される病ともいえるものだった。

　御息家の過去の記録を紐解くと、相手を想うあまり恋敵に怨霊となって取り憑いてしまった平安の姫君や、部下の妻に横恋慕し取り上げようとするも拒否されると無理心中を図った江戸時代の若君など、そういう類の話はごろごろしている。本当かどうかはわからないが、身近な例を見ていると信憑性はある、ような気がする。

　雅貴だって、子供の頃から幼馴染み一筋というし、彼の父なんて生まれてくる前から許嫁であり現在の妻、怜貴にとっての叔母に執着し溺愛している。怜貴が生まれ育った本家の蔵には座敷牢らしいものがあって、そこには怜貴の大叔父か何かに当たる人が恋に狂って、恐れ逃げようとする恋人を閉じ込めてしまったとか、そういう話も伝え聞いている。

　しかし、その血の病が発症しない例もある。

　怜貴の父母は、正しく政略結婚で互いにそれほど執着なく、冷え切っている程ではないが気楽にやっているように見える。怜貴の兄も、もう三十五になろうというのに結婚にも恋愛にも興味がないとまだ独身だ。

　だから、自分だってそうなのかと思っていたのに。

「違う、俺は、そんなんじゃ……」

「ともかく、明日、昼食を一緒に取るなら今日の動揺の理由を聞いてください。男に振られたなら、チャンスですよ」

「……！」

　怜貴は、目の前の無駄に容姿が整った従兄弟を信じられないものを見る目で眺めた。何を言っているのだろう、チャンスだなんて、あんなに涙を零した彼女に何てことを……

　しかし雅貴は遠慮のない端的な物言いを止めない。

「何を呆けたような顔をしてるんです。あんなに携帯を持って席を外して泣いていたんだ、失恋が一番しっくりくるでしょう」

「それは、そうだが、しかし……」

「弱っている時につけこむのが一番です。怜兄さん、顔だけは良いんですから。ここで役立てないでいつ使うんですか」

　お前には言われたくない、怜貴はそう思った。

　確かに、御息の一族の容姿は大体、整って人を惹きつけるものだ。しかし雅貴の口ぶりでは、何だか捕食者が獲物を捕らえる為の疑似餌に使っているようではないか……。

　怜貴は救いを求めるように天岡に視線を送った。彼にも明日、同席してもらえば話がスムーズに聞きだせるのではないかと思った。が、天岡はいつものように飄々と、先回りして言った。

「私は生憎、明日の昼は予定が入っていますので。社長、頑張ってください」

「そうですよ怜兄さん。もうこれ以上、精神不安定になられると会社も社員も皆困ります」

「俺は別に、精神不安定では……」

「いいから。頑張って仕留めてきてください。失敗したら、狂う覚悟で」

　それは嫌だ。怨霊になるのも、無理心中を図るのもごめんだ。しかし、絶対にそうならないのか、と問われた時にきっぱり否定することもできないのが弱い。いや、そもそも、自分は理香子のことを恋しいと思っているのだろうか。こんな気持ちは初めてなのでよくわからない。

　明日が待ち遠しいような、そうでないような想いでいながらも、やはり理香子と二人で食事ができるのは嬉しい。もし、迂闊に言い寄ってきっぱり断られたら、という恐怖を押し隠し、怜貴は明日の食事の店を探し始めたのだった。







　時間は粛々と過ぎていく。怜貴にとって嬉しいような怖いような、昼食の時間がやってきた。

　怜貴は食事の場を、日比谷公園の中のレストランに決めた。休日は結婚式場にもなる、公園内に佇む一軒家レストランは緑に囲まれてゆっくりした時間を過ごせる。公園の中を通って二人で並んで歩いているだけで、まるで休日に散歩をしているようで良い感じだ。

「緑に囲まれた素敵な場所ですね。私、公園の中のレストランなんて初めてです」

「そうだね」

　彼女が話を振ってくれているのに上手く返せず、怜貴は自身を罵った。

　三十二歳にもなって、舞い上がって会話もできないなんて、それでも男か、会社経営者か！　しっかりしろ！

　やがて建物が見えてきた。一階は比較的安価なランチが楽しめるから混んでいるだろうと、怜貴はしっかり二階を予約していた。５プレートか７プレートかのランチになるが、５プレートを選ぶ。

　食前酒だからと、スパークリングワインまで頼んで若干高価すぎるランチに戸惑う理香子をいなして口火を切った。

「それで、昨日は一体？」

　すると、理香子はぽっと頬を染め、恥ずかしそうにもじもじとした。

「いえ、本当に何でもないんです。他の方にとっては大したことのない話なんですが、少し感情的になってしまって」

　その様子が色っぽく可愛らしく、怜貴の下半身に直撃してしまった。だがここで反応するわけにはいかないと、彼はいかめしい顔を作った。

「大したことがなくても、是非教えてほしい。君のことが、知りたいんだ」

　そう言うと、理香子は座りなおして姿勢を正した。

「そうですね。昨日あんなに失態を晒したのに、社長に何も説明なくというのは失礼な話でした。本当に何てことのない、個人的な話なんですが……」

　自分では熱烈な口説き文句のようだとヒヤリとしたのに、理香子はそれを仕事の話と捉えてしまった。違うんだ、と重ねて言いたかったが、話の腰を折るのもいけないと怜貴は黙って頷いた。理香子は話を続ける。

「社長は、ツキハナ、ご存じですか？」

「……？　月と花のことだろうか」

「そうなんですが、カゲキの方です」

　しばらくしてから、怜貴は「ああ！」と気づいた。

「月花歌劇団？」

「そう、そうです」

「それが、一体……？」

　そういえば、日比谷のホテルの道を挟んだ向かい側には、一般の劇場と歌劇団専用の劇場が並んで建っていたと思い出す。たまに通りかかると、女性客でごった返している時があるのは知っている。

　怜貴にとって、歌劇団はよくわからないが女性だけの劇団、という程度であって見たことも、見に行こうと思ったこともなかった。

　それが一体昨日の理香子の悲しげな様子と何の関係があるというのだろうか。

　不思議な顔をする怜貴に、理香子が語りだした。

「私、実は歌劇団の大ファンなんです。所謂、ツキオタ……いえ、ツキファンなんです」

「そう、なのか」

　知らなかった。初めて聞いたし、今までの怜貴の周りには観劇が趣味という人もいるにはいたが、歌劇団のみという人はいなかった。

「はい、それで。昨日、突然こんな報せが届いたんです」

　理香子の携帯が差しだされる。

「これは、見ていいのかな？」

「はい。情報配信サービスがあって、それに公演情報や、いろんなお知らせが来るんですが……」

　言われるがままに画面を覗き込むと『夢組　退団者のお知らせ』と書いてある。




＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　下記生徒の退団をお知らせいたします。

　夏風水帆　（すでに発表済み）

　彩　祐飛

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊




「……これが？」

　だからどうした、という気持ちでいっぱいになりながら、怜貴は理香子に続きを促した。

　理香子は盛大に語り始めた。

「夏風なつかぜさまはもう何年もトップスターを務められた不動の大スターなんです。同じ組の、男役二番手として活躍されていたのが祐飛ゆうひさまでした。夏風さまの退団が発表され、さあ次は祐飛さまがトップスターという時に、この退団発表の報せ。もう、信じられません。本当に酷い、酷すぎます。きっと、劇団運営の人は三番手の涼音すずね伊吹いぶきさまをトップスターに据えたいという経営判断かと思います。それでも、それでも……！　一公演だけでもいい、祐飛さまのトップスターである姿を見たかった……！　それなのに、もう祐飛さまのトップスターのお姿は二度と拝見できないのです。こんなに悔しいことはありません。祐飛さまの何がいけないと言うんでしょう……。それでも、私は、退団公演をできるだけ観劇しに行こうと思っています……」

「そ、そうか……」

　そう相づちをうつので精一杯だった。正直、怜貴には彼女が何を言っているのか、サッパリ理解できない。しかし、彼女がこれだけ一生懸命話しているのだから、うんうんと聞いてあげたかった。今までは女の話なんて聞くのも面倒だし時間の無駄だと思っていたが、理香子のお喋りしている姿は可愛くてたまらない。今も、涙ぐんでそして恥ずかしそうにしている。

　とにかく、理香子がショックを受けて泣いてしまうほどに歌劇が好きということはわかった。

「ごめんなさい、興奮してしまって」

　滲んだ涙をハンカチで拭いて、そして照れたような笑みを浮かべる理香子には色気が漂っていた。彼女をソファの隣に座らせて、抱き寄せながらこんな風に慰めてあげたい。できることなら、膝の上に乗せてしまったら、彼女の柔らかな身体が……。

　そこまで考えて、怜貴は下半身が大変なことになりそうになって慌ててそれを振り払った。

　いけない、食事デート中に何てことを考えるんだ。十代の性欲に塗れた時分でもない。落ち着いた大人として余裕を見せないと。

　怜貴が何とか微笑もうとして口を開いた。

「いや、とても興味深いよ」

　瞬間、理香子はパッと顔を輝かせた。

「本当ですか?!　観劇に、ご興味あります?!」

「ああ、まあ……」

「よろしければ、今週末の土曜日の公演、チケットを余らせているツキトモ……いえ、友人がいて、同行者を募集していましたから行ってみます？　初めての方って、興味はあってもなかなか敷居が高いとおっしゃって、どうすればいいかわからないとか。でも大丈夫です、私が隣で説明しますから。日程が合えば、いかがですか？」

「えーと、椎名さんが隣に来てくれて、一緒に観劇ということかな？　それだったら、その日は空いているし行きたいけれど」

「はい。私は一人分のチケットを持っていますから、友人と交換して二人、連番にしてもらいますね」

　さすが仕事に有能な理香子はチケット取引もテキパキしている。

「わかった。代金はチケットと引き換えでいいのかな」

「はい、勿論です」

　何だかわからないうちに、理香子と観劇デートの約束を取りつけられた。しかも昼公演、土曜日だ。終わってから食事に誘えるのは確実だろう。これなら、彼女も脈があるということなのだろうか。怜貴の心はときめいた。

「それにしても、一方的に連れていってもらうのは申し訳ないな。今度は……」

「いいえ、興味ある人に布教するのは先輩の義務ですから！」

　意気込んで言われ、一瞬前にときめいたはずの怜貴の心はぺしゃんと空気が抜けたようになってしまった。

　布教、そして義務。

　理香子が興味があるのは観劇だけで、誰が興味があると言っても同じように対応するのだろう。他の初心者にも、同じように親切に一緒に観劇を勧めるのだ。そう思うと、相手が誰ともわかっていないのに怜貴の胸に嫉妬の炎が燃え上がる。

　己はいつからこんなにも女々しくなってしまったのだろう。やはり、御息の血なのだろうか。

　内心ため息をつきながら、しかし表面上は真顔を保って食事を終える。食後のコーヒーを飲み終えた頃から、理香子がちらちらと物言いたげに視線を走らせてきた。

「……どうかした？」

「ええと、あの……昨日のハンカチ、洗って持ってきました」

「ああ、わざわざ。別にかまわないのに」

　別に洗わなくても良かったのに、と言うと引かれるかと思い怜貴は表現を抑えた。

　理香子は出かける時に持ってきた、財布や携帯が入ったミニトートの中からハンカチと、それから何か小さな包みを怜貴に手渡した。

「それから……ご迷惑をおかけしたので、お詫びにつまらない物ですが。お茶請けにでもどうぞ」

　見れば、チェーン展開している高級輸入食材店の銘柄が記されたクッキーだった。

「ありがとう、かえって申し訳ないね。ああ、この店なら知ってる」

「はい。近くのビルに入っているので、昨日寄り道して買いました。本当にお世話になって、申し訳なかったのと、でも慰めて頂いて、嬉しかったです……」

　理香子の頬は染まっていたし、嬉しそうにも恥ずかしそうにも見える。怜貴の胸が高鳴った。

「それなら良かったよ。私も、あまり優しくなくて威圧的だと言われる方だから。もし私が原因であなたを泣かせたのなら申し訳ないから」

「いえ、本当につまらない理由で、申し訳ございませんでした。今後はこのようなことがないよう、気をつけます」

　どうせ泣かせるなら、もっと違う方法で啼かせて懇願させたい。そう思って、またいけない、いけないと自制する。

　だが、そうなったら、彼女はどんな反応をするんだろうか。恍惚の表情を浮かべたり、必死に懇願したり……

「そろそろ、イきませんか」

　妄想中に突然、理香子の声で誘われて怜貴はぎょっとした。

「えっ！」

「え……そろそろ、昼休みの時間も過ぎていますし」

「あ、ああ。そうだな。行こうか」

　会計を済ませ、理香子に「ご馳走様でした、美味しかったです」と礼を言われるとたまらなく誇らしい気分になる。もっと、いくらでも美味しいものを食べさせてあげたくて仕方がない。

「いいよ、また一緒に行こう」

「いえ、そんな。本当なら、私の方がご馳走しないといけないのに……」

「それは止めて欲しいな。椎名さんにそんなことされると、申し訳なくて二度と誘えなくなる」

「まぁ……」

　ぽっと紅くなる理香子を見て、怜貴はあの夜、日比谷で目撃したことを思い出した。あの日、うっとりしていかにも満足したような表情をしていた理香子。あれは性的な満足だと思い、あんな顔をさせる相手に激しく嫉妬していた。

「ひょっとして、前にホテルの近くで見た時も、観劇の後だったのかな？」

「はい、そうです。ツキトモ……観劇仲間の友人が、東京遠征の時には近いからってホテルに泊まっていて。部屋にお邪魔して、お喋りして盛り上がっていました」

「そうか」

　彼女がそう言うなら、そうなのだろう。

　久しぶりに、怜貴の心が晴ればれとした。未来は明るい。







「……怜兄さん、仕事はできてもそれ以外は無能なんですね」

　今日の成果を尋ねられ、理香子が退社後にこっそり社長室で雅貴に告げるとそう返され、怜貴は憮然とした。

「何がだ」

「だって結局、男がいるかどうかは聞いていないんでしょう」

「しかし、いる感じではなかった」

「感じじゃなくてもいるかもしれないでしょう。遠距離恋愛とか」

「………………」

　その発想はなかった。衝撃を受け、雅貴の顔を茫然と見る。

「それに、その目撃した日の話だって、相手が男かどうか聞いていないんでしょう」

「話をしただけだと言っていたし、女だと俺は感じた」

「怜兄さん、商談では相手の話を鵜呑みにせず裏づけを取るでしょう？　それと一緒ですよ。調査させたらどうです」

「いや、それは……」

　及び腰になる怜貴に、雅貴はしれっと言った。

「俺は、今も彼女に付けてますけどね」

「探偵を?!」

「人聞きの悪い。身辺の警護を兼ねた調査報告ですよ。やっぱり、自分の目が届かない所にいると不安ですから」

　やはりこいつはどこかおかしい。怜貴は年下の従兄弟の美貌を気味の悪い思いで見つめた。

「お前、そんなことをして相手にバレたら……それに、嫌なものを目にしたらどうするんだ」

「何も手を打たず、失ってしまった後で悔やむよりはマシですよ。火種は燻っている時に見つけ、火事になる前に消すつもりですから」

　それもそうなのかと考えてから、いや彼女はそんな人ではない、と思い直す。

「とにかく、週末に観劇してきて、終わってから話を聞いてくる。交際相手の有無を確認しよう」

「椎名さん、もう三十歳くらいでしょう？　その年まで独身なのもなぜか、聞いておいた方がいいでしょう。何か事情があるのかも」

　そう言われて、怜貴の心がズキンと痛んだ。確かにそうだ。何か理由があって結婚しないのかもしれない。その理由が、自らの想像も及ばない、どうにも手の打ちようのないものだったらどうしたらいいんだろう。ただ、タイミングがなかったとかたまたま独身とかだったらまだいいんだが。

「ああ、そうだな……」

　それでも、休日を二人で過ごせるのは楽しみだ。

　怜貴はその日をわくわくと待って、当日は品川の自宅から有楽町まで車で出向いた。劇場に駐車場も併設されている。待ち合わせ場所に先について立っていると、女性客が多いので浮いているような気がした。しかし気にせず待つ。すぐに彼女は現れた。

　仕事場ではオフィスカジュアルなので、初めて見るワンピース姿に胸が高鳴る。彼女はとても可愛らしかった。

「ごめんなさい、お待たせして」

「今来たところだから、大丈夫だよ」

　デートらしい会話にニヤけそうになる。

　そうだ、これは誰が何と言おうがデートだ。

　理香子の観劇仲間からチケット受け取ったが、やはり友人は女だった。安堵しながら理香子に案内され、赤絨毯が敷かれたきらきらと輝く劇場内へと足を踏み入れる。

　理香子に飲み物を勧められたり、手洗いの場所の説明を受けたり、あれこれ世話をされるのが嬉しくて仕方なかった。

　観劇の最中は、芝居もショーも素直に観る。よく訓練された観客たちが一斉に拍手をするポイントで怜貴も一緒に手を叩く。そして、ちらちらと理香子に視線を送り、彼女がうっとりとしたり食い入るように舞台を見つめたりしているのを眺めていた。

　観劇が終わると、自然な成り行きで食事に誘い、隣接するホテルのタワー館にある寿司屋に連れていった。正直、このレベルの寿司屋なら銀座や築地にいくらでもあると思うが、理香子は感激して美味しいと褒めながら食事をしていた。

　これまた自然な勢いで日本酒を注いで薦め、自分は車で来たからとお茶ばかり飲む。観劇の素晴らしさや歌劇団の説明を楽しそうに語っている理香子の姿を可愛いなあと思いながらうんうんと聞いてあげて、そして頃合いがきたら申し出た。

「送るよ」

「大丈夫ですよ、まだ早いし電車で帰れますから」

「日本酒を飲んだ後は、酔っていないと思っても足にきたりするから。私は車だし、自分が帰るついでもあるからどうか乗ってほしい」

　そうやって熱烈に口説いて、さりげなく彼女の背に手を回しエスコートする。自由が丘の彼女の家の場所を把握して、家に帰ってからは『何かあった時の為に』と言って交換した連絡先アドレスにお礼のメールをやり取りする。

　完璧だった。怜貴は翌日までニヤニヤとしていたし、月曜日に出社するのも待ち遠しかった。

　しかし、月曜日に京都から直接出社してきた雅貴に突っ込まれ、その自信は霧散するのだった。

「それで、交際相手はいないって言ってました？」

「いや、聞いてはいないがそういう感じではなかった」

「は?!　何してたんですか」

「だから、観劇を……」

「その後、食事しに行ったんでしょう？」

「観劇の話をしていた」

　ハー、と雅貴がため息を吐いて言う。

「じゃあ、結婚しない理由は？」

「聞いていない」

「どうして」

「そういう雰囲気ではなかった」

「……彼女、三十歳でした？」

「いや、聞いていない」

　雅貴は呆れ返った顔をして言った。

「怜兄さん、会社でその無能ぶりを露呈しないでくださいね。社員が辞めてしまうんで」

「俺は無能ではない」

　憮然として返事をするが、雅貴は容赦なかった。

「本当に、兄さんがここまでできない人とは。三十歳を超えてから初恋を拗らせると、こんなにどうしようもなくなるんですね」

　初恋。

　これが、そうなのか。今まで、女性と恋の駆け引きをして戯れたことはあった。だがいつもどこか冷めていて、こんなに夢中になったことはない。だから、きっと雅貴の指摘通り、理香子への想いが初めての恋なのだろう。

　怜貴の心は震え、そしてやっと自覚した。

　理香子が愛おしい。理香子が欲しい。どうしても。

　しかし、年下の従兄弟に素直にそう認めるのも癪だ。わざとぶっきらぼうな声を出す。

「そこまで言われるほどのことじゃないだろう」

「いいえ。怜兄さんは、彼女に質問して答えが返ってくるのが怖いんですよ。今の仲良く話せる関係が崩れたらどうしようって、そう思って踏み込むようなことは何も言えないんでしょう」

「………………」

　図星だった。

　こんなに楽しいデートをしているんだ、もっと今を楽しみたい。そう思うと、結婚や恋人という話題を振るのは難しかった。尋ねてもし、結婚を考えている相手がいるとか、怜貴とは付き合えないとか、そういう答えが返ってくるとこの時間は消え去ってしまう。

　そう思って、怜貴はただその時を楽しんだのだ。

「怜兄さん、Ｍ＆Ａでも、本当に欲しい物を手に入れるには競争相手を蹴落とし、相手の抵抗をものともせずに闘うでしょう。それと同じですよ。今のままじゃ、すぐに楽しい時間は終わり何も手に入りません」

「そうだろうか……」

「小学生の時に出会ったならともかく、もう三十超えてるんですから。一刻も早く動くべきですよ」

「……実は、次の誘いの手はすでに考えてある」

　怜貴がそう言うと、雅貴はフッと笑みを浮かべた。

「その辺りは抜かりないんですね」

「ああ。使えるツテは、すべて使うつもりだ」

「次は、ちゃんと決めてくださいね」

「勿論。きっと大丈夫だ」

　怜貴は理香子にもらったクッキーを手に持ってじっと見つめた。先日もらってから、勿体なくて食べていなかった。これをわざわざ自分の為に買ってくれた彼女。選んだ時には、自分のことを思い浮かべながら購入してくれたに違いない。ハンカチを貸したお礼だけでそこまでするのだろうか。いや、違う、と思いたい。

　彼女は自分のことを憎からず想っていてこれをくれたんじゃ……と考えている時に、雅貴が「あ」と言った。

「どうした」

「それ、椎名さんがくれたやつですよね」

「そうだが」

　それがどうした、絶対やらんぞという思いで雅貴を見ると、彼はしれっと言った。

「俺にもお詫びだと同じ物を持ってきてましたけど、甘い物苦手だからって断りました」

「なんだと……」

「みんなのお茶菓子にでも、ってあっちの部屋に置いてます」

　頂き物などの菓子は、キャビネットの上のカゴに入れられ、好きな人が食べていいようになっている。怜貴は顔色を変えて社長室を出て、そのキャビネットの前に行くと運良くまだ開封されていなかったそれを奪うように持ち去った。他の誰にも食べさせるわけにはいかない。

　たとえ、理香子が心からお詫びの意味だけでこれを購入していたとしても！

「……本当に大丈夫なんですか」

「………………」

　雅貴の呆れ返ったような問いかけに、怜貴は無言を貫いた。きっと大丈夫だ。多分。










理香子のＳＮＳフォトスタジアム、略してフォトスタ １












３月末日








やっと今の会社を辞められる。嬉しい！

残業ばっかりで夜公演にも間に合わないし、早退や休みも全然取らせてもらえないし。

こんなんじゃ何の為に働いているかわからないわ。

次は短期のお仕事にしようかな。










４月×日








毎日スタステ見て楽しく暮らしていたけど、さすがに母の目もあって新しい派遣会社に登録に行ってきた。

出勤スタイルの希望を聞かれたから

「とにかく観劇ができたらいいので、平日は夜公演の六時半までに日比谷に着く会社で」

って言ったら苦笑いされた・・

リアルで知り合いになるツキトモに出会いたい。

どこかにいるはずなのに～。







Comment ともか

りかこ歪みない！

がんばって働いてツキに貢ぐんやで。

私も旦那を働かせてお布施するわ！









Comment りかこ

ともちゃんこそ歪みない～。

またムラに行く時会おうね。その前にともちゃんが遠征するかな？












４月×日








スタステ観覧中に派遣会社から電話がかかってきた。

「あなたにぴったりなお仕事です」

ってえらく押されて詳細を聞くと、時給も良いし仕事も普通。けど

「条件には載っていないのですが」

といろいろ注意事項が。

うーーーん、大丈夫とは思うし、何より日比谷に近い！　お引き受けします。







Comment ともか

条件に載ってない注意事項って何なに？　ブラック案件とちゃうん？

でも日比谷！　いいねー、夜公演余裕で行けるやん。









Comment りかこ

それが、男女間のゴタゴタがあったらしくて。

男に色目使わず真面目に仕事してくれる人、っていうニュアンスだったよ。

その点、私ならツキに夢中だから大丈夫ですよね？　って確認された。

別にリアルの男性に興味ないわけじゃないけど仕事は真面目にするよー













４月×日








顔合わせに行ってきた。

場所、すごく良かった！　劇場まで歩こうと思ったら歩ける。

あと上司がすごくイケメンだった。

さっき派遣会社から決まったのでお願いしますっていう電話もあったし、二か月短期頑張る。







Comment ともか

おめでとー！

近いから今度の遠征する時、一緒にホテルに泊まって朝直接出勤したら？

あと、イケメンによろめきそうか話聞かせて（笑）









Comment りかこ

さすがに朝ホテルから出社は畏れ多すぎるよ～。

触れちゃいけないイケメンはまた別にいるんだって。

でも私には祐飛さまがいるから！

大丈夫、よろめいてクビになったらお布施できなくなるし。












５月×日








お仕事初日。

みんな優しくて良い人そうで、職種に不安もあったけど大丈夫そう。

観劇の為にもがんばる☆







Comment ともか

続けられそう？　ブラックじゃないなら良かった。頑張って！









Comment りかこ

うん、ブラックではない。母体も大きな会社だし。

でも触れちゃいけないイケメンが会うなり業務以外では話しかけてくるなとか言ってて感じ悪かった。

あーはいはい、若造がって感じ。









Comment ともか

若造ｗｗｗ

イケメンやから先にそう言っとくって？

調子乗ってるなぁ。









Comment りかこ

確かに女関係で苦労しそうな容姿ではあるけど祐飛さまの尊さには全然追いついてないし、と思ったけど私は勤め人らしく愛想よくハイハイって返事しておいたよ。












５月×日








お仕事にも慣れてきたし、夜公演にも余裕で行けるし、なかなか良い感じの生活サイクル。

今日は上司二人にランチ奢ってもらっちゃった。

お金持ち会社だわ～。お昼から料亭で和食だよ。

イケメンとイケおじに囲まれて美味しい食事。

二人とも良い人だしこの会社で良かった、って現金かしら？

ご飯もらえたからじゃないよ！







Comment ともか

上司二人ともイケメンなん？

いいなー！









Comment りかこ

そうなの。しかも年下イケメンが上司で、年上のイケおじが部下なの！

ちょっと萌えるわこの二人。












６月×日








ともちゃんが遠征に来たから私もお昼で早退して一緒に昼公演を観劇して近くの某超高級ホテルにＩＮ。

二人でＤＶＤ観たり、おじぎの練習したりすっごい楽しかった。

男役と娘役の礼をそれぞれ真似するの。みんなにもオススメ。

勿論、昼公演も素晴らしかったわ！

ホテルから帰る時に、上司が通りかかったみたい。

一人でニヤニヤしながら歩いてたの見られたようで恥ずかしい。







Comment ともか

ほんと楽しかった！　いろいろありがとう。

そしてまさかの目撃（笑）

会社が近いとそんなこともあるんやな。









Comment りかこ

うん、イケメン上司も声かけてくれたら良いのに、スルーして次の日に教えてくれた。

向こうは仕事の会食でこっちは遊びだから、声かけられても気まずいだけだしまあ良いか（笑）












６月×日








激震の日。

まさかまさか、突然の祐飛さまの退団発表。

ほんともう、何もかも信じられない。

会社なのに泣いてしまって、ファンのみんながメールを飛びかわすのをトイレで見て、また泣いて。

仕事中なのに申し訳なかったわ。猛省。

上司は優しかったけど、その間の時間給は引いてるから許してください・・







Comment ともか

もうね、私もね、毎回のことだけど、組替えと退団お知らせの時は過大なストレスに晒されて、どうしてこんなに悲しくて辛いのにファンやってるのかなって思うわ。

それでも劇団にお布施は続けるけど！

ああ～、祐飛さま・・辛いよぉ（泣）









Comment りかこ

ほんとそうだよね！

うん・・でも祐飛さまを応援し続けるよ・・

それに、トップに一度もならずに退団させられるのを了承するってことは、退団後の仕事も保障されるんじゃないかって他の人の推察もあったし。

退団後の舞台もチェックしなくちゃ！　って思わないとやってられないよぉ！












６月×日








上司とランチに行って、歌劇のことを語りまくったら興味あるって！

チケ余らせてたツキトモにさっそく連絡を取って入手、すぐに観劇を勧めたわ！

それにしても、上司は本当に良い人。

優しくて懐深いし、仕事もできる人みたいだし。

観劇してハマってくれたらいいな～







Comment ともか

おおー、布教活動してるやん。

それでどうなん、そのイケメン上司と良い感じなん？

私はそっちの動向にもワクワクしてるで！









Comment りかこ

残念ながら、そういう感じではないよー。

ほんとただの観劇に行くって感じで。

というか、イケメン上司は女性に興味あるのかな？

ってレベルでクールで私にはまったく関心なさそう。












６月×日








上司と観劇行ってきたよ。

私は楽しかった。

けど私が一人でずっと喋って一人で楽しんでた感があって、上司は楽しんだのかな、と心配。お礼のメールでは楽しかったって書いてたから、ま、いいか。







Comment ともか

楽しかったらいいやん！

イケメンと良い感じではなかったん？　ワクワク









Comment りかこ

まったくそういう雰囲気ではなかったよ。

ほんと、女友達に観劇を布教したみたい。

イケメンは礼儀正しくて聞き上手で、全然男を主張しない感じ。

やっぱりゲイなのかな？









Comment ともか

こらこらー！

はっきりしてないのにそんなことを言うて！

でも最近は女装家とかゲイとかいろんな嗜好の人がいるから、そういう人も好きなことをして好きなものを見れるのって良いよね。









Comment りかこ

うん。

イケメンはすごく良い人だから、彼がどんな嗜好を持っていても私はツキトモとして仲良くしていきたいな。











■人物紹介

ともちゃんは祐飛さまのお茶会で知り合ったツキトモ。二人共、ファンクラブには入っていないが同じテーブルだったので仲良くなった。旦那さんと兵庫県に住んでいる。最寄駅が阪急西宮北口駅なのが自慢。


















２











　怜貴が言う、次の誘いの手とは『貸切公演』だった。

　普通に食事に誘って断られた時のことを考えると辛すぎるので、彼女が絶対色良い返事をするであろう観劇関係の誘いをかけたのだ。

　怜貴なら一つの公演は一回観ると満足だが、理香子のような熱心なファンは何度も同じ演目を観に足を運ぶらしい。それで、怜貴もチケットを用意しようと思ったがすでに完売。皆、発売日に欲しい分だけ買ってしまうので争奪戦になるようだ。

　そこで怜貴が目をつけたのは貸切公演。企業が顧客や得意先を招待する為に貸し切ったり、学校が生徒に観劇させたりする為に貸切にするらしい。

　怜貴は貸切公演をする企業のうち、御息の家が経営するメイン企業に株を大量保有する会社があることに気づいた。ツテとコネをすべて使い、上得意客に回されるであろうSS席のチケットを二枚、勿論連番で手に入れたのだ。

　しかも、開演日時は平日の午前一一時からだ。普段なら勤務している時間だから、忙しいとか所用があるとか言って断られることはない。

　怜貴は意気込みを押し隠し、表面上はさらりとした誘い方で理香子を社長室に呼んだ。

「あの、何のお話でしょうか」

　少し固い声の理香子を、安心させるように頷き、チケットを手渡しながら言った。

「実は、貸切公演のチケットをたまたまもらったんだ」

「これ……！　抽選に応募したんですけど、はずれた公演です。なかなか当たらないってみんな言っていたのに……」

「そんなに倍率が高かったのか。最近、観劇にハマっていると言ったら知人がくれたんだ」

　さらりと言っているが、本社のコネと家の名を使い、各方面に懇願と半ば脅迫を繰り返しやっと手に入れた文字通りのプラチナチケットだ。しかしそんなことを言うつもりはなかった。

「そうなんですか。さすが社長ですね」

　彼女に感嘆の声をあげられると嬉しくてたまらない。もっと自分を尊敬や敬慕や、うっとりした目で見てほしい。しかし怜貴は見栄を張って謙遜した。

「いやそれほどでも。それで、二枚あるんだしせっかくだから一緒にどうかな」

「えっ！　平日の、お昼間ですが……。お休みをいただいてもよろしいんでしょうか」

「そんなに急ぎの仕事もないだろう？　有休として休んでくれてかまわないよ」

　何なら出社したことにして、同伴も仕事として扱って給料を払っても良いとさえ思っている。が、それを言うと彼女の尊厳を傷つけることになるんじゃないかと、怜貴はその考えを封じ込めた。

　果たして、理香子は首を横に振った。

「有休は、半年以上勤めた人にしか発生しませんので。欠勤するにしても、派遣会社と相談してからお返事さしあげてよろしいでしょうか」

　そう、遅刻や欠勤など、すべての勤務状況はまず派遣会社に連絡することになっている。彼女は真面目に無遅刻無欠勤で出社していたが、もし欠勤するなら派遣会社の指示を仰ごうと律儀に言っている。怜貴はきっちりとした彼女を賞賛しながらも、内心、自分の誘いに一も二もなく喜んで乗ってきてほしいと思ってしまう。

　だがその想いを押し隠し、冷静に言った。

「そうだな。君が欠勤するのが嫌でなければ、派遣会社と相談して、是非その日は休んでほしい。椎名さんならきっと喜んでくれると思って、チケットを譲り受けたんだ」

　ついつい、恨みがましい粘っこい物言いになってしまった。が、理香子は気づかないようで「まあ……」と驚いて言う。

「すいません、わざわざ社長がお気遣いしてくださったのに……。私も、本当は行きたいです。でも、一応会社の担当さんに尋ねてみます。社長がご用意してくださったチケットですし、派遣会社もおそらく駄目とは言わないと思うんですが……」

「ああ。では確認してくれ」

「はい。もしかしたら担当さんからこちらに確認の電話があるかもしれませんが、その時は事情の説明をお願いしてもよろしいでしょうか」

「勿論。きちんと説明しておくよ」

　誰にも邪魔をさせるつもりはなかった。







「……………………」

「……………………」

　怜貴は焦っていた。せっかく理香子と二人、デート（多分）をしているというのに、彼女は黙り込みまったく話が進まないからだ。何か話を振った方がいいのか、それとも黙っていた方がいいのか。

　仕事で取引相手との駆け引きなら、どうすれば狙った答えを引き出せるのか肌で感じられるし、場を怜貴の意のままに動かすことだってできる。それなのに、今は余計なことを言ってしまうとこの場の空気が冷え切ってしまうのではないのか、とハラハラと彼女を見守ることしかできない。

　今日は無事に貸切公演を二人で観劇できて、素晴らしい席だと褒めてくれた。以前と同じように食い入るように舞台を見つめていた。一幕が終わって休憩の頃にはうっとりしていた。しかし、終わる頃には何かを考え込むようになって、観劇が終わってからやや強引に食事に誘ってからは口数が少なくなってしまった。

　どうしたんだろう。この店が気に入らなかったのだろうか。

　毎回劇場近くのホテルの店というのも面白くないだろうと、怜貴は少し足を延ばした銀座の鉄板焼きの店を選んだ。店内が静かで騒がしくなく、目の前でシェフに焼いてもらえて味が良かったのでここにしたのだが、本当は鉄板焼きが好きではなかったのだろうか。鉄板焼きで良いかどうか尋ねた時には好きだと言っていたが、この店は気に食わなかったとか？

　怜貴が悪い方向にあれこれ想像を膨らませていると、理香子がぽつりと言った。

「やっぱり、社長は凄い方なんですね……」

「……？」

「私なんかが隣にいて良いのかと、少々申し訳なく感じてしまいました」

「何を言っているんだ。私から誘ったのに」

「いえ、それでも……」

　理香子がどうして突然、そんなことを言い出したのかと考えてみる。やはり劇場内であちらこちらから声がかかり、少し歩く度に挨拶をしていたのが良くなかったのだろうか。そういえば、休憩中に少し席を外して理香子を一人にしてしまったことがあった。

「すまなかった、私が人から声をかけられてばかりだったからだろうか。グループ会社の取締役をしていたり、家の付き合いがあったりで少々見知った顔が多かっただけだ。ビジネスの場ではないし、挨拶程度だからそんなことは言わないでほしい」

「その家の付き合い、なんでしょうね。ご婦人に突然、御息の方とお付き合いされる意味がわかっているのかと、尋ねられてしまって。私、何も考えていなかったので返事もできませんでした」

「……！」

　驚く怜貴に、理香子は淡々と言葉を続ける。

「すいません、告げ口のようなことをしてしまって。社長には何も言わずに、聞かなかったことにしようかとも思ったのですが、今日以降、もし社長と二人でお話しする機会があった時、今までと同じようにはできないと思ったものですから」

「いや、いい。言ってくれないとわからないし、君の態度が突然変わってしまったと思うととても悲しい」

　もしそんなことになったら、自分の何がいけなかったのか延々、一人反省会を続けるところだった。言ってくれて良かった。怜貴はホッとして、それでさっきから様子がおかしかったのかと合点した。じっと見つめていると、理香子はソワソワし始めた。

「私ももう、いい年なのにこんなことで気にして社長に言いつけてしまうなんてお恥ずかしい限りです」

　理香子が年齢の話を口にしたので、怜貴は今だ！　と質問を投げかけた。

「そんなに年になんて見えないよ。何歳なのかな。勿論、答えたくなければいいんだが……」

　語尾に弱気が入ってしまうのは仕方がない。しかし、理香子は微笑んで答えてくれた。

「もう三十一歳です」

「私は三十二歳だよ。一つ年上だ」

　年齢が近い、それだけでも嬉しかった。

　続けて聞きたいことを尋ねる。

「その、結婚はしていないのかな？」

「はい」

「椎名さんほどの人なら、引く手数多だろうに」

　どうして結婚しないのか、何か理由があるのか気になって仕方ないが、ズケズケと聞いて嫌われたくなくて慎重な物言いになる。様子を窺うと、理香子は気にした素振りも見せずに笑って言った。

「そんなことないですよ。プロポーズも一回しかされたことありませんし」

「一回は、あるのか……」

「ええ。でも、結婚するより歌劇を観ている方が良かったので、お断りしてしまいました」

　なんと、驚きの拒否理由だ。怜貴は茫然としつつも、聞きたいことを尋ねた。

「それで、そのプロポーズをした相手とは？」

「勿論お別れしました。お付き合いするのも面倒でしたし。今は一人で伸び伸びしています」

　ということは、今の理香子には付き合っている男はいないということだ。心の恋人が歌劇団というだけで。

　それが一番の難敵そうだが。いや、それでもいい。

　丁度その頃、焼き上がったステーキが皿に盛られて出される。

　ここで言うのも何だし、あとで家に送ると言って車の中で二人きりになった時、交際を申し込もう。友人から、観劇仲間からで良いと言えば無下には扱われないだろう。たぶん。

「では、頂こうか」

「はい！　美味しそうです」







　食事を終え、また銀座をぶらぶら歩いて日比谷の駐車場まで戻った怜貴は、理香子を家まで送ると言い張って車に乗せた。

　そして二人きりになってから、先ほど疑問に思ったことを尋ねた。

「さっきの話を蒸し返すようだけど。君は『結婚するより歌劇を観る方がいい』と言った。ということは、君にプロポーズをした相手は、結婚後は歌劇を観るなとでも言ったのか？」

　そう言うと、理香子は驚いた顔をした。

「そうなんです！　すごい、よくおわかりですね」

「いや、結婚しても劇場に来ている人なんていくらでもいるのに、おかしいと思って」

「そうですよね。でも、私が付き合っていた人はそうじゃなかったんです。結婚後も観劇や趣味にお金を使われては困る、そう言ってました。付き合った当初は経済観念のあるしっかりした人、と思っていたんですけどただのケチだったみたいです」

「そうか」

　言葉少なに同意したが、内心、彼女がその男と別れてくれて喜んでいた。

「それに、最近よく聞く完全割り勘夫婦になりたかったようで、私もずっと働いて、生活費や経費は折半にしようって。私が、『もし子供が生まれたらどうするの』と聞いても、すぐ復帰してほしいですって。家の経済力を二馬力にする為に結婚したいようでした」

「経済力目当てなのか……」

「それなのに、家事は全部私がやる口ぶりで。ご飯のおかずは三品でいいよ、とか言ってましたね。自分の母親が専業主婦だったから、炊事も家事もそのレベルを求めるんですよ」

「でも、経済力も求める？」

「はい」

「そんな男と結婚しなくて正解だよ」

　心の底からそう言うと、理香子はにっこりして言った。

「ありがとうございます、慰めてくださって。でも私も、もう最後の方は会っている間も早く帰ってスタステ観たいなって思っていたし、気持ちもないのに惰性で付き合っていたのが悪かったみたいです」

「スタステ……？」

「スターステージです。ＣＳで、歌劇団に特化したチャンネルがあるんですよ。舞台中継を流したり、スターのトーク番組があったり。私、いつもそれを観ていて」

「食い入るように観ている姿が目に浮かぶよ」

　怜貴がからかってみると、理香子は恥ずかしそうにする。怜貴は運転を止めて今すぐ車をそこいらに停めて、彼女を正面から見つめ抱きしめたい、いやもっとそれ以上のことをしたいと思ったが耐えた。

「母はもう呆れて何も言わないんですが、加入しているのがリビングのテレビなので、父がいる時は観れず録画をして夜中にこっそり観ています。ディスクに焼いて部屋のテレビでも観たりするんですが、私の部屋にあるテレビは小さくて」

　そう言われた瞬間、怜貴の口から言葉が滑り出た。

「私の部屋のテレビは大きいよ。うちでもその放送、観られるかな」

「え、ええ。衛星放送が映るなら観られます」

「ではうちでも契約しておくよ。いつでも観においで」

「でも……」

「オーディオにも力を入れてるんだ。しかし家ではなかなかテレビを観る機会がなくてね。せっかくの機器なのに埃がかぶっているよ」

　露骨に誘いをかけると、理香子は戸惑ったようだった。

「ええ、行きたいのは山々なんですが……。その、私も子供ではありませんし、テレビを観るためだけに遊びにいくというのはどうなのかなと思いまして。私の自惚れかもしれませんが、あの、社長がどうお考えなのか、お伺いしたいです……」

　いつもとは違い、自信なげに小さな声で尋ねる理香子。そんな彼女も可愛くて仕方なかった。

　丁度その頃、自由が丘近くになった。彼女の家は世田谷区深沢にある。駅からバスだと等々力方面行きに乗ってバス停からまた五分ほど歩かなければいけない。怜貴は里香子の自宅近くのの寂れた公園のような緑地脇に車を停め、そして彼女の方を見つめて言った。

「勿論、テレビを観せるだけのつもりはない。下心はあるよ」

「……」

「私の家で、ずっとＣＳ放送を観ていていいから。だから、結婚してほしい」

「えっ！」

「冗談の類ではない。本気だ」

　理香子は思い切り引いていた。さっきまでのリラックスした雰囲気もなくなり、物理的に身体を引いてのけぞっている。

　怜貴は、いろいろ順番を間違えて先走ってしまった感はあるが、本当のことを言ったのだからと彼女の返事を待つ。たっぷりと無言の空白時間を取ったあと、理香子は口を開いた。

「すいません、そういうのはちょっと……。突然すぎて、考えられないです」

「……！」

　怜貴がショックを受けていると理香子はシートベルトを外して車のドアを開けてしまった。

「すいません、今日はここで結構です。また明日……。ほんと今日はすいませんでした、お世話になってしまってすいません」

　すいませんを連呼して、理香子は車を降り立って足早に去っていく。

　怜貴は引き止める言葉も持たず、ハンドルにがくりと突っ伏してしまった。

　振られてしまった……こんな事になるなんて。







　他に相談できる人もいない。怜貴はすぐに社に戻り、そして社長室に雅貴を呼び出した。仕事中で忙しかったらしい雅貴は嫌な顔を全面的に見せながらも怜貴の話を聞いてくれた。

「プロポーズをして断られた」

　そう言うと呆れた表情を隠しもせずに言った。

「馬鹿ですか？　いや、聞かなくてもいい。馬鹿ですね」

「失礼なことを言うな」

「突然早まってプロポーズして、断られるなんて馬鹿としか言いようがないでしょう」

「違う、彼女は突然だから考えられないと言っていた。突然じゃなくなったら考えてくれるかもしれない」

　無駄にポジティブな意見を披露する年上の従兄弟に、雅貴は可哀そうなものを見る目になった。

「それは建前でしょう。断られているんだから現実を見てください」

「しかし実際、彼女は混乱していたようだったし」

「そりゃあ、雇われ先の社長にそう言われたら混乱もするでしょう。怜兄さん、本当にどうしたんですか。こんなに無能になるなんて……」

「俺は無能ではない」

　そう言い張る怜貴に、雅貴は馬鹿に言い含めるようにゆっくり説明を始めた。

「いいですか、Ｍ＆Ａに例えるとですけど。いずれは身売りするかもしれない、けれどしないかもしれない企業をこちらは買いたい。もしそうなら、その欲しい企業のことを徹底的にリサーチし、相手も納得できる売り方を提案して話をまとめるでしょう」

「そうだな」

「今の怜兄さんは、事前の準備も何もなしで、赤字経営でもない企業に突然『社を売れ』と言ったようなものですね。相手は驚いて、断って、そんな急に言われても、と言う。もっと相手が身売りしたくなるよう、上手く持っていかないと」

「……それは、そうだが、違うんだ。俺は彼女のホワイトナイトになりたかったんだ」

　ホワイトナイトとはそのものずばり、白馬の騎士。企業が意に沿わぬ買収を仕掛けられた時、その企業を助ける為に株式を買い取ったり買収する企業に逆に買収を仕掛けたりする。

　怜貴は胡乱げに問うた。

「彼女に誰か、敵対的買収でも仕掛けたんですか」

「以前に、昔の恋人がしたらしい」

「それを彼女は気に病んでいたり、怜兄さんに助けを求めたりしたんですか」

「………………いや」

　まったくそんなことはなかった。むしろ一人の人生を楽しみ、謳歌しているようだった。

「じゃあホワイトナイトじゃないですね。ただの新しい買収者が、基本合意書もなしに一方的な買収予告をしただけでしょう」

「しかし敵対的買収ではない、友好的Ｍ＆Ａなはずだ」

「怜兄さんの主張はわかりましたから。相手の話も聞かないと」

「そうだな……」

　ちょっと早まってしまったかもしれないが、まだ取り返しはつくはずだ。これから巻き返して、逆転すれば良い。

　明日、出社してきた彼女に、真剣に話し合いたいと、今日告げた気持ちに二言はないと言おう。

　そう決心していた怜貴だったが、翌日、出社してきた理香子に話をしようと社長室に呼び出すと、先にこう告げられた。

「社長、私は最初に仕事を紹介された時、私情を挟まず仕事をこなせるプロを求めていらっしゃる企業さまですと、そう説明されました」

「そう、だな……」

　雅貴の美貌に惹かれ、仕事を放りだして色恋沙汰に夢中になるような人材は要らないと、そう要望したのは怜貴自身だった。

「昨日、帰ってから考えてみました。社長のご意向がどのようなものであれ、やはり業務中にこのような話をするような関係は好ましくないと思います。ひょっとして、私の反応を試して、そのまま誘いに乗るようならクビになるテストかとも思いました」

「俺はそんなことはしない！」

「……申し訳、ございません」

　思わず大きな声を出してしまい、理香子がびくりとしてしまったので優しい声を出すよう意識しながら口を開いた。

「そんなこと、するわけがない。私は、本気だよ」

「っ、それは、本当に、ありがたいお話なのですが、現実味がないと言いますか……。とりあえず、業務に戻ってもよろしいでしょうか」

　怜貴がじっと見つめていると、理香子は顔を赤くし視線をうろうろとさせ始めた。自分のことを意識している、そう気づくと怜貴にも余裕が出てきた。

「ああ、その前に。別に我が社では社内恋愛は禁止していない」

「……はい」

「業務時間外ならいいだろう。ゆっくり話をしたいんだが、終業後に空いてる日はあるだろうか。いつでも良いので、時間を取ってほしい」

「それでしたら、私の方が社長にお時間合わせます。お忙しいでしょうから」

「それはありがたい。でも私にスケジューリングさせたら、今日明日にでもと言ってしまうよ」

　それでもいいのか、と彼女の瞳を見つめるとこくりと頷いた。

「はい、大丈夫です。私も……その、早くお話をしてしまって、結論づけたいと言いますか……」

　宙ぶらりんの状態が辛いということだろうか。また、怜貴の心が期待で膨らんだ。脈があるのかもしれない。

「そうだな。では今晩、終業後に」

「はい」

　それでは失礼しますと理香子は業務に戻っていった。

　今夜、今夜だ。もう今晩決めるしかない。柄にもなくドキドキとしてきた。

　彼女と入れ替わるように、雅貴が入ってきた。

「どうでした」

「今夜、話をする。今は業務中だから」

　そう説明すると、雅貴は真顔で言い放った。

「値を吊り上げてきましたね」

「は?!」

「例えですよ。どうせなら一円でも高い所に買ってもられる方が売却主としては良いでしょう」

「彼女が金目当てだって言うのか！」

　怜貴はまた興奮して大きな声を出してしまった。いつも、仕事の取引では絶対感情を露わにしないし、社内でも声を荒げて部下を叱ることなどほとんどない。冷静に諭し道理を説いて納得させるのがやり方なのに。理香子が絡むとついカッとなってしまう。

　彼女は金目当てだとか、そんな人ではないはずだ。雅貴に彼女のことをそんな風に語られたくない。

　しかし、雅貴は事もなげに言った。

「俺も怜兄さんも、家のことがついて回るのはもうわかりきっているでしょう。財産や家柄は抜きにして自分のことだけ見てほしい、そういうのは中学生までの話ですよ」

「お前……」

「それに、俺ならそっちの方が簡単だと思いますけどね」

「そっちの方、とは？」

　怜貴の問いかけに、十歳近く年下の従兄弟は淡々と答える。

「勿論、金目当て財産目当ての方が。そういう人の場合、多額の成功報酬をチラつかせたらあっさり契約書にサインするでしょう」

「しかし、俺はそんなものは……」

「俺なら、簡単には離れられないように雁字搦めにする契約を盛り込んだ書類を用意しますけどね」

「………………それ、いいな」

　さらりと吐かれたあくどいセリフに、つい同意してしまった。契約に縛りつけて、自分から離れられないよう言うことを聞かせる。それは甘美な想像だった。思わずいけない妄想に浸る怜貴に、雅貴はまた毒を吐く。

「俺たちの先祖に、遊女に入れあげた挙げ句金がなくなって冷たくされたのを、恨んで斬り殺した人がいるって話、本家に集まる度に聞いたでしょう。怜兄さん、気をつけてくださいね」

「ああ、幕末の貧しい時期に、島原の遊郭に通い詰めますます家が傾いたって話だろう。俺はそんなに間抜けじゃない。金ならもっと稼ぐさ。落籍させて囲う程にはな」

　二人はフッと笑みを交わす。先祖からの、強い執着の血はこの子孫たちにも濃く流れているようだった。







　その日の夜の店を、怜貴は迷った末に夜景が見えるホテルにしようと決めた。湾岸地域にあるホテルの高層階にあるダイニングバーを予約し、首尾よくレインボーブリッジが見える窓際の席を押さえる。

　二人のこれからが決まる話し合いなのだ。美しい夜景を見せて盛り上げて、できることならば将来の話まで決めてしまいたい。

　職場のビルの地下駐車場には月極めで車を置いてある。終業後、理香子を伴い地下までエレベーターで行ってエスコートし助手席に乗せる。紺のある種オーソドックスなＢＭＷに彼女を乗せると、もう逃げられないように閉じ込めた気がして安心できた。

　車の中では二人とも言葉少なで、ぽつりぽつりと話す程度だった。レストランに着いて、まだ明るい光の中景色を見られる席に案内される。アラカルトの前菜とビールだけを頼み、食事より話をしようと二人は向き合った。

「何だか、未だに現実味がないというか……。信じられないんです」

　理香子は目を伏せてぽつりとそう言う。怜貴は興奮しないよう、落ち着いて話すことを心がけ口を開いた。

「信じられないというのは、私が言ったことを？」

「いいえ、違います。この、今の私の環境です。御社に入社以来、とても良くして頂いて……。こんな風に、社長に気安くお話をしていいのかな、とも思います」

「勿論。それを、私が望んでいるのに」

　怜貴がそう言い切ると、理香子は戸惑ったような恥ずかしそうな顔をする。その照れた姿が可愛らしくて、怜貴はいろんな思いが込み上げてきそうだった。もう、可愛すぎていろいろ我慢の限界だ。早く、すべてを自分のものにしてしまいたい。と、よからぬ思いに囚われていると理香子が恥ずかしげにだが、きっぱりと口を開いた。

「でも、私情を挟まず仕事をこなす人を望まれたと伺っています。私の先にいた女性が、御息さん……社長ではない御息さんとトラブルを起こしたようだとも。だから、派遣会社からもくれぐれも仕事以外のことはしないようにと注意されていますし、私も……」

　何やら雲行きが怪しくなってきたようで、怜貴は慌てて遮った。

「待ってほしい。確かに、雅貴の一件があって新しく来てもらう人にはそういう条件を付けさせてもらった。だが、君は文句のつけようのない仕事ぶりだ。むしろ、私情を交えてしまっているのは私の方だ。どうか、私と交際してくれないだろうか。私は真剣だし、勿論将来、結婚を見据えての付き合いをして欲しい」

　はっきりと申し込むと、理香子は息を飲み込んだ。そして、震える声で尋ねる。

「その、社長はとても魅力的な男性で、社会的地位や家柄も、容姿も素晴らしい方です。どうして私のような者が良いのでしょうか……」

「理香子、と呼んでいいだろうか」

　その問いにはすぐに答えず、怜貴は彼女に名前で呼びたいと要望を告げた。理香子はどぎまぎと頷く。

「は、い……」

「私は、理香子を最初に見た時から惹かれていた。とても美しい人だと。そして、会社に来てもらうようになって、笑顔と明るい態度、それにテキパキとした仕事ぶりに、趣味を楽しむ時の夢中な素振り。私は理香子が可愛くて仕方ないんだ」

「も、もういいです、やめてください……」

　恥ずかしくていたたまれないという素振りの理香子は顔を真っ赤にして俯いている。その時を逃す怜貴ではなかった。彼女の手を取って、欲しいと思った女を残さず落とした、官能を含む声で囁く。

「理香子、私のものになってくれ」

「社長……っ」

「社長じゃなく、怜貴と呼んで欲しい」

「でも……」

「社長と、社長じゃない方の御息さんじゃ呼びにくいだろう？　あっちは御息さんでいいから、私の方は怜貴と呼んでくれないか」

「怜貴さん……」

「ああ」

　理香子は瞳を潤ませ、チラリと怜貴の顔を見てからそっと目を伏せ、一つ頷いた。

「理香子、付き合ってくれるのか？」

「私でよろしければ……」

「本当か！」

　思わず声が大きくなってしまう。しかし心が浮き立つのを抑えきれない。ようやく、彼女が自分のものとなったのだ。これからは誰に何の文句も言われず、彼女を恋人として抱きしめられるのだ。やっと、手に入れた。もう離さない、と怜貴の心が先走りそうになった時、理香子はけれどきっぱり告げた。

「ただし、それは私が今のお仕事の契約が終わり、社外の人間となってからでよろしいでしょうか」

「……なぜだ？　先ほども言った通り、我が社では別に社内恋愛を禁止していない」

「それでも、私は派遣社員として、派遣会社の看板を背負っているのです。もし、私が業務中に社長と必要以上に仲良くしてしまった時に、他の社員の方はどう思うでしょう。私個人だけでなく、あの派遣会社の人間は社長を誑かして、という風な見方をするかもしれません」

「そんなことはない」

「それに……会社で、怜貴さんって呼んでしまったら、やっぱり……。いけないと思います」

　恥ずかしそうにそう言う理香子に、怜貴は今すぐ口付けて押し倒したくなってしまった。いけないことを、したい。猛烈に。

　もし会社で「怜貴さん」と名を呼ばれたら、社長室に引きずり込んで鍵をかけて、そこで……そこまで考えて下半身が窮屈になりそうで慌てて打ち切った。

「そうか。では、正式に交際するのは理香子が契約を終了してからにしよう」

「はい」

「でも、その間も食事に行ったり、二人で出かけたりするのは許してくれるだろう？」

　手を握りながら懇願するように口説くと、理香子はぽぉっとなりながら頷いて「はい」と返事をしてくれる。怜貴はにっこり笑って彼女を見つめた。

「良かったよ。それに、契約満期ももうすぐだ」

　元々、雅貴が四月から三か月間東京の事務所で研修を受ける予定だった。佐伯が休暇に入り、理香子が二か月間の契約で出社したのが五月頭。契約はあと二週間ほどだった。

（そう言えば、佐伯から何の連絡もないな。確認を、天岡に取らせよう）

　ふと思いついたことを心のメモに記しておく。

　その日は二人、仲良く話をし、手を握っただけの関係だった。

　本当は彼女が車に乗った時に唇を奪いたかったが、それをすると止まらなくなり、彼女との初めての夜を狭い車内で慌ただしく過ごすことになりかねないと自重したのだ。彼女との夜は、怜貴の家か高級ホテルで、素晴らしい一夜にしたいと決心していた。










理香子のフォトスタ ２












６月×日








上司が貸切公演のチケットくれた！

しかもSS席指定！

ああああ～うれしーーー私、ほんとこの会社に入って良かったーーーー！

私が観劇したいだろうってチケットもらってきてくれた上司に激しく感謝！

歌劇ファンをアピっておいて良かったわ！

というか上司も一人じゃ行きにくいから私をダシにしたのかな？

いいですよーいつでもお供します！







Comment ともか

ウッソ！

あのチケもらったん?!

いいなーーー！

上司もすっかりファンになったみたいやな。

良かったやん、ツキトモができて（笑）









Comment りかこ

うん！

今度ＤＶＤ貸したり、どのスターが好みか深みにハメたりしていくつもり。









Comment ともか

おぬしもワルよのう・・ククク












６月×日








いろいろあった一日だった。

貸切公演に行ってきたよ。

良かったんだけど、でもやっぱり普通のファンの人じゃなくて招待された人が多いから拍手が少なくて。

腕組みして観てるおじさんとかいたし。

休憩の間にイヤなこと言ってくるおばさんもいた。

その後もいろいろ、うーん。。。







Comment ともか

え、何なに、どうしたん？

貸切で特別席やったから、なんかイヤミでも言うてくる人おったん？









Comment りかこ

そうじゃなくて、イケメン上司関係だった・・

あと何の前ぶれもなく突然プロポーズされて、ほんとワケわかんない。









Comment ともか

は!?！！！

えーーーーー!?！！！！！

プロポーズって!?！！！！！

結婚してくださいって!?！！！！！

なんで!?

そういう話なんかしてたん!?！！！！









Comment りかこ

ううん、ほんと真面目に何も言ってなくて急に。

偽装結婚かな？

もしくは、私が「はい」って言ったらそれを理由にクビにするつもりなのかな？

ワケわかんないマジで。

契約はあと二週間ほどだから、別に打ち切りでも言ってくれたら納得するのに・・









Comment ともか

理由聞いてみたら？

会社で顔を合わせんのに意図がわからんかったらツライ！









Comment りかこ

そうだよね。

何だかあんまり聞きたくないけど、一応話はするべきかなあ。

偽装結婚ですか？　とは聞ける気がしないけど。












６月×日








いろいろあって決着ついた、けど・・

_(:3」∠)_







Comment ともか

えっ、何?!　何よー！

どないなった?!

後生やから教えて！！！！！









Comment りかこ

なんか私もチョロくてさぁ。

イケメンに口説かれてホイホイ了承してしまった。

いいのかなー。

彼は良い人だけど、何だか説得されて流された感があって。

もしかして彼には凄い秘密があって裏の目的があったりとかしたらどうしよう。

とりあえず、契約期間が終わってからとはお願いした。









Comment ともか

えっ、じゃあ結婚するん?!

偽装じゃなかった？！！

裏の目的ってなんや！！！









Comment りかこ

うーん、とりあえず付き合うと思う。

偽装は、たぶん違う、と思う。

「クビにするつもりなのかって思った」って言ったらすごく怒ってたし、本気で言ってるって言ってたから聞けてないけど。

突然すぎて驚くしかないよー。

何なんだろうね？

熱心に口説いてくれて嬉しいんだけど、いきなりすぎてついていけないっていうか。

前振りしてよ～。









Comment ともか

せやな、唐突すぎるよな。

びっくりやでほんま。

イケメンは突拍子がないんかなー。

あと、独りよがりでこっちの気持ちを考えてないような気がするわ。









Comment りかこ

独りよがりか～。

そうなのかなー。

でもいざイケメンを目の前にすると、つい拒否できずに頷いてしまう自分の弱さよ・・

とりあえず付き合ってみて、何かないか様子見てみる。












３











　理香子とどうにか付き合えることになった翌日、怜貴は朝一番で雅貴を社長室に呼びつけ意気揚々と上手くいったことを語った。どうだ、と得意げに雅貴を見たが、彼はため息をついて口を開いた。

「まだ仮手形を発行してもらっただけで、何の契約も締結していないじゃないですか」

「そんなことはない。独占的交渉権はすでにもらっている。あとは誠実に話を続ければ時期が来たら契約できるはずだ」

「その間に相手は値を吊り上げてきますけどね」

「金で済むなら話は早いと言ったのはお前だろう」

　理香子が『怜貴さん、お願い。ちょっと入り用なの』と甘い声で囁いてきたら、怜貴はホイホイと貸してしまうことだろう。勿論、その代償は要求するが。最近はその妄想が怜貴の中で熱く、何度も頭の中で理香子を架空の借金のカタに穢してしまっていた。

　そんな夢見る怜貴に、雅貴はごく冷たい声を出しながら書類をぴらりと見せた。

「安くつけば、の話ですがね。彼女の調査報告書です」

「……！　調べたのか」

「はい。どうぞ、家庭環境まで詳しく調査させましたよ」

　しかし怜貴は首を横に振った。

「いや、要らない。後日、彼女の口から直接尋ねる」

「本当のことを言うかわからないのに？」

「それでもだ」

　本当は、それを手に取って貪るように彼女の生い立ちから今までの情報を知り尽くしたかった。だが、それをすれば彼女に不誠実なような気がしたのだ。理香子はきっと、怜貴が見た通りの、彼を騙すような人ではないと思う。もしそうでなく、彼女が自分を裏切ったりしたら、心がズタズタになって死ぬほど恨むだろう。それでも、彼女を諦めきれずに今度は容赦なく縛りつけにかかるような気はするが。

　雅貴はそんな怜貴を見てフッと笑った。

「馬鹿ですね、怜兄さん。意地を張らずにこれを見たら、知りたいことはすべて載っているのに」

「くどい」

「でも、そういう甘い怜兄さんも、人間味があって良いと思いますよ」

　珍しく褒めているのだろうか。

「そうか」

「ついでに言うと、俺のアドバイスも今回でおしまいです。ここまでお膳立てを揃えたんです、失敗して狂ったりしないでくださいね」

「ああ、礼を言う。今まで助かった」

「いえいえ。小さい頃から、この血のことを本家で散々からかわれてきましたからね。あの怜兄さんが、三十過ぎてから覚醒したとなったら俺のことなんて霞むほど良い話題ですよ」

　こいつ、やけに親身になってくれたと思っていたら、そういう思惑があったのか……。

　怜貴がじろりと睨むと、雅貴は笑って社長室から出ていった。取ってつけたように、

「怜兄さんにも幸せになってほしいですしね」

　と言い添えて。書類も持っていってしまった。

　やっぱり見せてもらえば良かったか、そう考えてしまう怜貴だった。







「社長、佐伯さんから返信のメールが来たので転送します」

　天岡が連絡を取ったら、その返信はメールで来たらしい。

　しかもその内容が、英語の力を上げようとオーストラリアに留学しているので、あと一か月休暇を延ばせないかというものだった。佐伯としては、もうケチがついた御息の会社よりは転職して新しい職場に行っても良いという考えらしい。休暇が延ばせないならそのまま退職するつもりだろう。

　怜貴には、そこで佐伯を退職させるのが非情なように思えた。彼女も天岡と同じく、会社設立時からのメンバーだ。まだ数少ない社員で利益を上げようと、事務や庶務だけでなく何でもこなす熱心さと有能さ。彼女と同レベルの社員をまた探すのは、能力的な面はともかく忠誠度で言えば二度と見つからないような気がした。

　会社というよりも、一つの部署で怜貴を長として皆がよくまとまり、実績をあげていった。規模を拡大するのも、利益率を追求するのも簡単だが、怜貴は今の会社の雰囲気を大切にしたかった。

　怜貴は一旦懐に入れた者には、長い目で見守り面倒見も良いのだ。敵対するものには容赦ないし、無関係な者にも冷淡だが。

　怜貴は休暇継続を了承するメールを、佐伯と天岡宛に送りそして来月一か月をどうするか考えた。雅貴もいないが、しかし庶務雑務や事務作業を誰もしないというのは困る。やはり、一か月理香子に延長してもらってもう少しここで働いてもらうのが一番良いだろう。

　ちゃんと付き合うのは退社後、そう決めているのでいい加減焦れるが、毎日会社で彼女の顔を見られるのは嬉しかった。彼女が退職してしまえば、毎日会うというのは難しくなるだろう。彼女の予定を聞いて、もし可能ならもう一か月ここで一緒に働いてほしい。

　怜貴は天岡とも相談し、彼女の契約を一か月延長させることに決めてからすぐに理香子を社長室に呼んだ。

「実は君に、一か月契約を延長してほしいんだが来月の予定はどうだろうか。スケジュールさえ合えば、是非」

「私はかまわないんですが、社長……」

　何だか言い難そうな口ぶりだ。何だろう、何でも言ってほしいと尋ねる。

「何か、あるのか？」

「契約は、派遣会社を通してしなければいけないので、まずは派遣担当に連絡をして頂けますでしょうか……」

　そうなのだ。直接理香子にスケジュールを尋ねて、彼女が大丈夫と言っても契約は交わせない。直接打診することも本来なら不要なのだ。すべては派遣会社を通して。

　怜貴は了承し、派遣会社の担当に連絡を取って彼女との契約を延長したいと伝えた。その日のうちに派遣会社の担当者が怜貴の会社にやって来て、契約内容を確認し、それから理香子に確認をするという。理香子への確認は業務時間外に電話でするということで、担当者はすぐに帰っていった。何とももどかしいが、労働者との雇用に関する契約ややり取りなど、面倒なことをすべて手配してくれるのが派遣会社なのだ。怜貴も、きっと理香子ではない派遣社員だと直接のやり取りなど面倒だと会社に丸投げしただろう。

　その日は直接、彼女と話すことはできなくてお疲れ様のメールしか送れなかった。彼女からも返信が来たのは嬉しかったが。

　翌日、派遣会社の担当者から電話で連絡が来た。

『椎名さん、延長はオッケーなんですけど、用があって休ませて欲しい日が一日あるそうです』

「……わかりました。ではその日は休みで結構ですので、延長をお願いします」

　こうして、理香子が契約を一か月延長してくれたのは良かった。が、休みのことを何も教えてくれなかったのはどうしてだろうかと怜貴は内心、モヤモヤしていた。

　が、二人が時間を合わせて出かけた食事の場で、理香子があっさり、

「その日はSS席が取れて。チケット運が良くないと、なかなか取れないんですよ。今から楽しみです」

　と観劇だと語ってくれたのですっかり納得してしまった。その後も、理香子はいろいろ怜貴にはわからないことを教えてくれていたが、半分も理解できなかった。しかし彼女とのお喋りは楽しくて、うんうんと聞いて理香子のきらきらとした瞳を見つめているだけで幸せだった。

　二人はいろんなことを話した。幼少の頃から、学生の時、そして社会人。

　理香子は小学校までは公立に通ったが、中学高校は一貫制の女子高に通ったという。明治時代に設立されたキリスト教教育のその学校は六本木にあった。怜貴が幼稚舎からの一貫校で、大学は三田のキャンパスに通ったと言うと、理香子はふふっと笑った。

「私、学校帰りにナンパされたことがあるんです、六本木で」

「それは聞き流せないな」

「それが、怜貴さんと同じ大学の人って言っていましたよ。本当かどうかはわからないけれど、大学の名前を先に名乗るんだなって、よく覚えています」

「……それで、そいつとは？」

「勿論、お断りしたから二度と会っていませんけれど。怜貴さんとお知り合いの人かも」

　彼女の唇から自分の名前が零れ出る。それは本当に嬉しいことだった。最初は社長と呼ばれていたが、それでもいいが、二人で会う時は名前で呼んでほしいと懇願して了承してもらった。

「そうか、同窓生ならどこかですれ違っているかもな」

「ふふ……」

「同窓生と言えば、大学の先輩でジェンヌと結婚した人がいると噂を聞いたことがあるな」

　その瞬間、理香子がガッと前のめりになって熱心に尋ねた。

「何期生の方ですか？　組は、お名前は？　愛称でもいいんですけど、どなたかわかります?!」

「さあ、そこまでは……」

　そこまで理香子が食いつくとも思わなかった。聞いた話を迂闊に口にしただけなので答えようがないと、理香子はがっかりしたように見えた。

「そうですか……」

「また今度、聞いておくよ」

　そうすると、彼女はにっこりする。

「はい、機会があれば是非お願いします」

　二人で夜、食事をする時は怜貴はいつも酒を飲まない。車で彼女を送っていきたいからだ。

「怜貴さんはお酒は苦手なんですか？」

「そうでもないよ」

「なら、一緒にお飲みになればいいのに」

　そう言って誘う理香子に、怜貴はニヤリとして言った。

「部屋で一緒に飲むなら、是非」

　理香子の頬にサッと赤みがさした。

「も、もう、そんな。普通に今、一緒に飲みましょうって言ってるだけです」

「だったら今度、俺の部屋で飲もう。そうすればゆっくりできる」

「それは、また、いずれ……」

「理香子が社にいてくれるのは嬉しいが、ちゃんと付き合ってくれないのは辛いな。あと一か月、我慢が大変だ。いずれ、部屋に来てくれる日が待ち遠しいよ」

　理香子は真っ赤になって視線をうろうろさせながらも、最終的にはこくりと頷いた。

「も、もう。嫌だわ。私ったら、いいトシなのにこんなに狼狽えて、汗までかいちゃう」

　白い肌をうっすら染めて、手で扇のようにあおいで冷静になろうとする彼女を見て、怜貴も欲情する。

　そんな理香子も可愛くてたまらない。早く彼女を抱きたい、でも大切にしたい。こんな気持ちは初めてだった。

　そう、怜貴は初恋の真っ只中にいたのだった。

　だから、理香子が自分と同じ気持ちではないかもしれない、裏切っているかもしれないと信じられなくなったその時、彼は逆上して激情のまま行動してしまうのだった……。







　その日、怜貴は関西に日帰り出張の予定だった。理香子は前から言っていた休みを取っているので、会社に行っても会えない。しかし明日は土曜日、約束をしているわけではないが会えるかもしれないと日帰りにしたのだ。

　今日も今頃、日比谷にいるのかもしれない。チラリと時計を見ると一一時四〇分。一二時発ののぞみに乗るには少し時間が早かったようだ。何か食べ物を買おうか、と東京駅構内を新幹線乗り場へ向かって歩いている時だった。地下一階からエスカレーターで上がってくる人の姿に見覚えがあった。

（まさか、あれは……？）

　理香子だった。地下で買い物をしていたらしく、ビニールの手提げ袋を水平に持っている。

　今日は観劇だと有休を取ったのに、どうして？　なぜ、東京駅で今から旅立とうとしている？

　疑惑の心に、怜貴の心はどす黒く塗りつぶされた。

　彼女は、自分に内緒でどこかに誰かと行くのかもしれない。なぜ何も言ってくれなかったのか、そう思うと胸が張り裂けそうだった。

　怜貴には気づかず、新幹線乗り場に歩く理香子。怜貴はその姿を追った。理香子は後ろも振り返らず、新幹線用の改札を通っていく。おそらく宿泊用の荷物を持っているのか、いつもより大きめの鞄だった。怜貴もその後を追って新幹線の改札を通る。

　彼女が乗り場に並んだのは、怜貴が乗ろうとしていた新幹線より一本早い、一一時五〇分発ののぞみ広島行きだった。

　怜貴は大急ぎで改札内の有人窓口に行き、理香子の乗ろうとしている電車の広島までのグリーン車指定席を今持っているチケットと変えてもらった。ギリギリだったが、何とか発券してもらえた。

　品川を過ぎてから、怜貴は理香子が並んでいた号車の辺りをそっと窺った。彼女は真ん中の方の窓際の席にいた。好都合だ、そう思って怜貴は後ろの方に一人座っていた若いサラリーマンに笑顔で近づいた。

「すいません、このグリーン車の席とここの席のチケット、交換してもらえませんか？」

「えっ!?」

「実は連れが間違えてこの号車の席を買ってしまったので。一緒に行きたいから、この席が良いんですよ」

　そんな言い訳を連ねると、サラリーマンは、

「え、いいんですか？　何かグレードアップされたみたいでラッキーだな」

　と言いながら席を換えてくれた。

　そのサラリーマンが去って席を無事に交換できると、怜貴は笑顔を消し、鬼のような形相で彼女の座席を見守り続けた。新横浜から乗ってきた、彼の隣の座席のサラリーマンは怜貴の表情を見てぎょっとしたが、何も言わず黙って座っていた。

　車内で今日のアポイントなどの予定はすべてキャンセルした。仕事を私情で後回しにするなんて、自分は狂ってしまったに違いない。が、このまま仕事なんてできるはずもなかった。

　やがて、隣の人物は京都で降りた。

　理香子は一度、ゴミを捨てにいったらしく席を立ったがそれ以外はじっと座っている。

　新大阪も過ぎた。広島まで行くのだろうか。広島に何があろうんだろう。もし、それが男だったら……。怜貴の心に嵐が吹き荒れる。

　いや、彼女はそんなことをする人ではない。良心がそう囁く時もある。しかし彼の中の悪魔がすぐにそれをうち消すのだ。

　だったら彼女は、どうしてお前に秘密で新幹線に乗っているのだ？　会社を休んで、観劇と嘘までついて。

　やがて新神戸に近づくと、彼女は荷物を棚の上から下ろし、降りる準備を始めた。新神戸で降りるのか、と怜貴も顔を伏せ新幹線がホームに滑り降りるのを待つ。そして手早く降りて、彼女の後姿をまた追い始めた。

　改札を出た彼女は振り向かず、エスカレーターを下って地下へと降り、切符を買って地下鉄改札へと入っていった。どの切符を買っていいかわからず、とりあえず交通系ＩＣカードで入ろうとピッと改札に当ててみた怜貴だったが、無情にも改札はバタンと閉まって警告音を出した。

「あーお客さん、ひょっとして他の地方のカード使ってます？　ここはPiTaPaとICOCAしか使えませんねん」

　よく見ると、チャージされた金額が少なくなっていたようだ。

　早く追わなければ、見失ってしまう。怜貴は焦って券売機に向かい、カードに追加チャージしてすぐに追う。

　幸運にもまだ電車は来ておらず、理香子はのんびりとホームで電車を待っていた。やがて、電車がやって来た。谷上行き、と書いてあるが次の駅が谷上らしい。一駅しかない路線なら見失うこともないだろう。怜貴は理香子と離れた車両に乗って、じっと駅に着くのを待った。

　次の電車はホームの向かいに来るらしい。同じホームで佇み、今度は三田行きの電車がやって来たのに乗り換える。どこまで行くのだろうかと神経を尖らせて見ていると、理香子もきょろきょろとしている。あまり来慣れていない土地なのだろう。やがて、五つくらい駅を通過すると理香子が立ち上がった。乗車駅は、有馬口だった。

　ここまで来ると、怜貴も何となくわかる。扉が閉まる寸前に降り、理香子を追う。踏切を渡ってホームを乗り換え、白地に赤の線が入った二両編成の、レトロな電車は有馬温泉行だった。

　一人で温泉に、しかもこんな遠い所にわざわざ来るなんて考えられない。現地で誰かと待ち合わせをしているのだろうか。その時、それが誰かを確認して怜貴はどうすればいいのかと胸を痛くしながら考えていた。苦しくて、息が止まりそうだ。

　しかし、単線の電車は山の中の緑いっぱいの景色を車窓に映していく。家族連れの、幼い子供たちの罪のない声にもイライラしそうだった。

　やがて、有馬温泉駅に着いた。理香子は、改札の外に出ると誰かに電話をしている。待ち合わせの相手だろうか。

　怜貴は切符の精算をしながら、彼女を見守った。やがて、一台のバンが駅前に着いて、彼女はそれに乗っていった。バンの横には旅館名が入っているのを見逃す怜貴ではない。理香子は今夜、そのホテルに泊まるのだろう。

　怜貴はスマホでその旅館の名前を検索し、すぐに電話をかけた。

「すいません、今日そちらで宿泊したいのですが、部屋は空いていますでしょうか」

　部屋はすぐに取れた。送迎もしてくれるらしい。怜貴はしばらく駅前で待ち、それから笑顔の運転手に迎えられた。そして理香子が乗ったバンと同じものに乗りこみ、宿屋へと向かったのだった。







　温泉旅館をスーツでうろうろしていても怪しまれるだけだ。

　無事にチェックインした怜貴は、宿泊客に溶け込むために浴衣に着替えた。本当は、こんな浮かれたことをしている場合じゃないと、心が急いて仕方がない。その気持ちを抑えつけ、理香子の様子を窺うべく大浴場近くの休憩所に座って待ち構える。きっと、お風呂に入りにくるはずだと踏んだのだ。もし、彼女が室内の風呂にだけ入ったら？　もし、一緒にいる男と部屋で仲良く過ごしていたら？

　そう考えるとわめきだしたくなるのを、じっと堪えた。

　やがて、半時間は経っただろうか、理香子が大浴場の方から浴衣を着て歩いてきたのが見えた。部屋に戻るのだろう。怜貴はそっと跡をつけ、彼女の部屋を把握した。あの中に、誰といるのだろう。もう誰かと一緒なのか、後から来るのか。

　もし一人なら、どうして自分に黙ってこんな所にいるのだろう。心の中は、嫉妬の炎で燃え盛っていた。まだ、何を言っていいのかはわからない。

　しばらく、怜貴は彼女の部屋の前で立ち尽くした。

　しかし、どうしても確かめたい。彼女の秘密を知りたい。

　意を決して、怜貴は目の前にあるその扉をノックした。

「はい？」

　旅館の人と思ったのかもしれない。理香子は無防備に扉を開けて顔を見せた。そして、怜貴を認めると驚愕の表情になった。

「しゃちょっ、怜貴さん?!」

「………………」

　どうしてここに、と言っている彼女を無言で扉に押しこめ、自分も中に入る。そして、後ろ手に扉を閉めて、奥の和室へと踏み込んだ。

　中には誰もいない。荷物も理香子一人分のようだ。

　彼女が後ろで質問している。

「どうしたの？　なぜここに？　今日はお仕事じゃないんですか？」

　怜貴はくるりと振り返り、その質問には答えず理香子を見下ろした。我ながら、恐ろしく強張った表情だと思う。理香子もつられて顔を強張らせた。

「どうして、ここに？　今日は観劇だと言っていたのに」

「だから、ムラでって言ったでしょう」

「ムラ？」

「それも説明したでしょう。大劇場の方だって」

「大劇場？　東京は大劇場じゃないのか？」

「だから、あっちは東京劇場で、こっちは大劇場、ムラって言うんです！　それも言ったのに！」

　理香子はイライラと怒ったように叫ぶ。その顔も可愛くて、今すぐにお風呂上りの彼女を押し倒し激情のまま抱いてしまいたいのを必死で耐えた。

「こっちって何だ。君は今、有馬温泉で俺に黙って宿に泊まろうとしているじゃないか！」

「観劇は明日なんですっ！　宝塚に行く前に、前からこの温泉に来たかったからお休みにしただけなのに、どうしてそんなに怒られなくちゃいけないんですか？」

「わざわざ有馬まで、俺に黙って来たのが気に食わないんだよ！」

「わざわざって、ここから宝塚まで一時間もかからないでしょっ」

「……え？」

「えっ」

　ここで、やっと怜貴は理香子の言う宝塚が、宝塚市のことを指しているのだと思い当たった。

「ひょっとして、宝塚市に……？」

「だから、本拠地の宝塚の大劇場をムラって言うんですって」

「大劇場は、宝塚市にあるのか？」

　怜貴の疑問に、理香子は「はぁぁーっ」と深く大きなため息を吐いた。

「何てこと……。怜貴さん、本当に何もご存じなかったの？　私が説明しても頷いていたから、てっきりわかってもらえているとばかり」

　確かに、理香子が一生懸命喋っているのは可愛いので、よくわかっていなくてもうんうんと頷いて聞いていた。しかし、ようやく理解できたような気がする。怜貴は確認の為に口を開いた。

「では明日、宝塚市に行く為に前乗りでここに来たのか」

「はい。明日、朝一一時開演なので、新幹線が遅れたりするとギリギリで怖いと思って」

「なんだ……。なんだ、そうだったのか……」

　怜貴はがっくりと力が抜けて、畳の上に膝をついてしまった。

　理香子も慌てて、彼の前に座って問いかける。

「怜貴さん、どうしたんですか一体。本当に、どうしてここへ……？」

「実は、日帰りで関西出張だったんだ。しかし、君を見かけて……」

「どこでですか？」

「……東京駅だ」

　その言葉に、理香子は驚いて声をあげた。

「えーっ！　じゃあ東京駅からずっと、私の跡をつけて来たって言うんですか?!」

「………………」

　彼女は引いているだろう。怜貴も返す言葉がない。

「それなら、どうして声をかけてくれなかったんですか」

　確かに、怜貴が東京駅で理香子に声をかけたら、二人は一緒に関西まで並んで旅できただろう。どこに行くかと問う怜貴に、理香子は素直に有馬温泉のことを伝えるだろう。そうすればこんなに揉めることなく、仕事が終わってから怜貴も合流して良い雰囲気でここに来られたかもしれないのに。

　しかし怜貴はそれをしなかった。なぜか、できなかった。

「……怖かったんだ」

　ぽつりと怜貴が呟く。理香子は驚いたように口をぽかんと開けた。

「え……」

「問い詰めて、答えが返ってくるのが。もし、俺を何とも思っていないとか、他に好きな男がいるとか……。俺のことは、勤め先の上司だから、仕方なく保留にしたけど本当は嫌がられていたら……」

「そんなことありません！　そんな、それだったら、私はきちんとお断りします」

「そうだったらいいと、君が好意だけで付き合ってくれているなら、嬉しいと思っていた。けれど……。怖いんだ、自信がないんだ」

　がっくりと落ち込んで畳に両手をつく怜貴に、理香子はおろおろしながら口を開く。

「まあ、そんな……。どうして怜貴さん、あなたほどの方が自信がないなんて」

「それは……」

　多分、初めての恋だから。

　こんなに人を好きになったのは最初で最後だろう。だから、彼女を失うのが怖くて動けなくなる。

　しかし、それを正直に言うのも何だかいろいろ問題があるような気がして、怜貴は口ごもった。理香子は続ける。

「私、今まで、社長は素晴らしく有能で、隙がなくて、冷静で……。とにかくすごい方と思っていました。私なんて遊ばれるのかな、って。もしくは、何か理由があるとか、そんなことばかり考えて。自信がないのは、私の方です……」

「そんなことはない。理香子がそういう言い方を自分でするのも、俺には耐えられない」

「だって、怜貴さんって見た目も恰好良いし、男らしいし、慣れてる感じがするから……」

「そう、なのか？」

　確かに背丈はあるし大学時代、テニスで鍛えたりもしていた。だが、今は普通の社会人だ。見た目も、雅貴の美貌には敵わないと思っている。

「はい。でも私は、ただのツキオタだし……。一人でも全然暮らしていける、弱くも可愛くもない女だから……」

「俺が一緒にいたいんだ。理香子、頼む。君の契約が終わっても、俺と一緒にいて欲しい」

「……はい」

「っ！　本当か?!」

　興奮して確認する怜貴に、理香子はこっくりと頷く。

「はい。私、怜貴さんは完璧な人と思っていて、少し近寄りがたい所もあったけれど……今日みたいに、取り乱して情けない所もあると思うと、何だか必死な所が可愛く見えて」

　二人は旅館の和室の上で膝立ちになって向かい合っているという妙な体勢だ。それでも、怜貴は気にせず彼女の手を取って囁いた。

「嬉しいよ。これから、ちゃんと交際していきたいんだ……」

「でも、声もかけないで跡をつけるなんてなしにしてくださいね。びっくりしたんだから」

「わかった。もうしない。ちゃんと、君に直接尋ねるよ」

　二人はぎゅっと抱き合って、そしてちゅ、と軽く口付ける。

　怜貴はすぐに我慢しきれず、彼女の唇を吸い、舌を侵入させた。

「んっ……ダメ……」

「駄目？」

　怜貴は抱きしめてキスを繰り返す。理香子を落とそうと、彼女の熱を高め蕩けさせようとしているのだ。

「あの、もうすぐ食事の時間で……早めにお願いしたし、その後エステを予約していて」

「そうか……」

　理香子は時間を無駄にしないようスケジューリングをしているようだ。

　そう言えば、チェックインの時に食事の時間を聞かれたが、その時は理香子のことで頭がいっぱいで遅い時間にしてもらったような記憶がある。

「怜貴さん、どうされますか？　今日は帰京せずここに宿泊されますか？」

「ああ、そうする」

「では、食事を一緒にしてもらうよう電話でお願いしますね。あと、お部屋も……」

「俺が、電話する」

「いえ、ここは私の予約した部屋ですから、一応……」

　怜貴が電話して怪しまれても面白くない。怜貴は頷いた。

「では、私の部屋においで。一緒にしてもらおう」

　理香子は頬を染めながらこくりと頷き、電話をしてそのように手配した。

　食事はダイニングルームで頂くことになっているので、二人で浴衣で連れだって出かける。ダイニングルームは部屋毎に個室のように衝立があって、しかしキッチンからできたてがすぐ運ばれてくるので、部屋食より嬉しいと理香子は舌鼓を打っている。

　一品ずつ、喜んで食べる理香子は可愛い。しかし怜貴はいろいろ、欲望を抑えきれずいまいち食べ物の味はわからない。気を抜けば明るいダイニングで下腹部を大きく膨らませそうになるのでじっと堪える。

　食事が終わって理香子が満足そうにした時には、やっとという思いだったし、そこから彼女がエステに行くとかでまた出かけてしまった時は一人でソワソワとしてしまった。しかし、何とか気を落ち着け温泉に入りにいく。

　温泉に入った後も部屋でソワソワとしている間に、期待でいろいろと昂ぶってしまう。その時、怜貴はハッと気づいた。何の用意もせずに来ていた怜貴は、フロントで下着と靴下は購入していたが、避妊具は用意していなかったのだ。

　確か、以前一枚だけお守り代わりに持っていたはずだと、カードケースの中に入っていた物を見つける。それ以外は、ない。一つきりだ。

　いや、一つあるだけでもありがたいと思わねばと怜貴は意識を変える。この一枚で思い切り彼女を可愛がってやればいいのだ。

　怜貴が悶々としていると、理香子が戻ってきた。アロマの良い香りがする理香子はほんのり上気していて、見た目も香りも美味しそうだった。怜貴はすぐ我慢できなくなった。

「理香子……」

　食事の間に旅館の人が敷いてくれていた布団の上に、彼女を押し倒す。理香子も、抵抗はしなかった。

「あん、怜貴さん……」

　今度は思う存分に彼女の唇を貪る。舌を咥内に挿入させ、舌先をくすぐろうとすると彼女も舌を動かし受け入れてくれる。二人は夢中になってキスを交わした。その間も、怜貴は彼女の身体を浴衣越しに撫でさする。初めてが温泉旅館でなんて、これで良かったのかもしれない。

　浴衣の間の足を膝で割り開き、彼女の腿の柔らかさを足で堪能しながら何度も口付ける。

「理香子、可愛い。好きだ……」

　合間に囁くと、理香子の表情もとろんとしてきた。こうやって囁いてキスされて、理香子も感じているのだろう。

「はぁっ、はっ……怜貴、さん……」

　浴衣の上から、理香子の豊満な胸を揉んで、胸の先端に指を引っかけるように手を動かすと彼女は「んっ……」と声を抑えながらもぴくぴく反応している。ブラはしていないらしい。怜貴は耳たぶや首筋に唇を這わせ、愛を囁きながら胸や足への浴衣越しの愛撫を繰り返した。

「あっ、あぁ……んっ」

　浴衣を脱がさずに愛撫やキスを続けていると、理香子の足は段々と開いてきた。浴衣が乱れ、下着が見えている。きっとそれはぐしょぐしょに濡れているだろう。しかし怜貴は未だそこには触れない。

「どうした？」

　ねっとりと腿から脇腹を撫で上げ、理香子がひくひく動くのを見ながら笑みを含んで問いかける。理香子の瞳は潤み、息は荒くなっていた。

「も、脱がして……っ」

「浴衣、似合っているのに」

「だって、こんな……あっ」

　浴衣の上から胸の先端を指で擦ると、理香子は言葉を飲み込み身体をひくつかせた。敏感で感じやすい、怜貴好みの身体だった。

「でも、裸も見たいな」

　そう言って、怜貴は帯はそのままに浴衣の袷をくつろげてしまった。理香子の、仰向けになっても十分に大きなままの膨らみがぷるりと零れ出る。そして、そこに顔を近づけ、胸の先端を下から上に舐めあげた。

「あぁっ！」

　そのまま片方の胸は唇で咥えて吸ったり、舌先で転がしたりする。同時に、もう片方の胸の先端を指で弄った。理香子は足を動かし、膝を立てたり寝かせたりしながら感じるのを堪えている。片方の胸を存分に唇で可愛がった後は、もう片方も。唇と指を交代させ、理香子の胸ばかりを可愛がっているとすすり泣く声が聞こえた。

「ああっ、も、お願い……っ」

　怜貴は片手を彼女の内腿に這わせ、その滑らかな肌を指先で味わいながら尋ねる。

「何をお願いするんだ？」

「下も、触ってぇ」

「そうか」

　怜貴の手で感じて、いつもはそんなことを言わなさそうな上品な彼女がねだるのが嬉しくて仕方ない。怜貴はほくそ笑みながら、下着の上から理香子の秘所にそっと触れた。

「んっ、んんっ……」

　ゆっくりすぎて、それに肝心な部分に触れないからもどかしいのだろう。理香子の腰が突き上げるようにひくひく動いている。怜貴は意地悪く指摘した。

「腰、動いてる」

「あっ、やだ……っ、やだぁ……」

「可愛いよ。もっと触れてあげよう」

　そう言って理香子の下着を脱がした。それは糸を引くほど濡れていて、理香子のそこはトロトロになっていた。怜貴はやっぱり嬉しくて、彼女をこんなにも感じさせていることが誇らしくさえあった。

　ぬるぬると、焦らすようにそこに触れ指を動かしていると、やはり花芯に触れた時に大きな声をあげ身体がひくついている。怜貴は、ごくごく弱い力で、触れるか触れないかのフェザータッチの愛撫を花芯に施した。理香子は腰を動かし、指に膨らんだそこを押し当てるかのような動きだ。

「あっ、ああっ、やだぁ……っ、も、勝手に、身体が動いちゃう……っ」

「いやらしくて可愛いよ、理香子」

「怜貴さん、お願い……っ、もう……」

「もう？　何？」

　わかっていながら、理香子に言わせようと怜貴はぬるぬると指の腹を動かしながら聞き返す。

「あっ、もぅ、イってしまいそうなの……っ、挿れ、ないの？」

「コンドームが一つしかないんだ」

「あ……」

「用意をしていなくて、すまない。だから、挿れるまでにいろいろ、理香子を感じさせるよ」

　焦らすように浅く、蜜口に指を挿れてくちゅくちゅと鳴らすと、理香子はまた腰を浮かせながら喘いだ。

「あっ、あぁっ……！　大丈夫、だから……感じてる、からぁ」

「もっと、理香子が感じているところを見たい。見せてくれるね？」

　胸の先端を舐めたり甘く噛んだりしながら、中の指を出し挿れしていると理香子は大きく喘ぎだした。

「あーっ、あーっ！　やだ、そこ……っ」

「ここ？」

　理香子が感じている中の、指の腹につぶつぶと突起状の物を感じる箇所にくっと押してみる。

「あーーーっ！」

　理香子は身体をびくつかせ、感じている。ここが彼女の中の良い所なのだろう。怜貴はそこに指を押し当てたまま動かさず、首筋や胸元に唇を這わせながら囁いた。

「自分で動いてごらん」

「あっ、や、やだぁっ……」

　そう言いながら、理香子は腰を揺らめかせ始めた。良い所に怜貴の指を当てて感じようと、腰を動かしている。その姿は扇情的でエロチックで、怜貴は感嘆の息を吐いた。

「はぁっ……理香子、君は最高に可愛くていやらしいよ」

「やぁっ、意地悪、しないで……」

「そうだな、俺も我慢できない。そろそろ、イかせてあげよう」

　そう言うと、怜貴は中の指をもう一本増やし、ゆっくりと動かし始めた。さらに、親指で膨れた花芯も弄り回す。中と外、同時に快感を与えられて理香子はたちまち上昇し始めた。

「あーっ！　ああーっ！　イっちゃう……っ！」

　腰を浮かせ、ガクガクと震える身体に怜貴は快楽を叩きこむ。逃げようとする腰を逃さず、彼女が絶頂に到達し、飛び降りるまで、愛撫を続けた。

「あーーーっ！　あ～～～～～っ!!」

　喉を逸らせ、愛液を飛び散らせながら達した理香子は一瞬の硬直の後、ぐったりと力が抜けてしまった。ひくひくと身体が動いている。

　理香子の浴衣の紐をほどき、脱がせながら、怜貴は彼女の全身を舐めるのはまた今度にしようと考えていた。アロマオイルの良い香りがするが、舐めてもいいかはわからないからだ。

　それに、このまま抱き合えばオイルと汗でぬるぬると触れあえて気持ち良い。

　理香子を裸にすると、怜貴も浴衣を脱ぎ捨て、猛りきった自身に唯一の避妊具を装着した。そして、彼女の身体に覆いかぶさる。

　やっとだ。ずっとこうしたかったのに、どれだけ我慢を強いられたことか。

「ああ、理香子……。やっとだ。君が欲しかった、ずっと……」

「はぁっ、はっ……怜貴さん……っ、あっ、ああぁっ！」

　蜜口に宛てがい、ゆっくり挿入していくと思った以上にキツい。理香子の眉間にも皺ができていて、今までの夢見るような感じた表情はなくなってしまった。

「っ、キツいな……痛くないか？」

「少し……っ」

　二年前に別れてからは恋人もいないと言っていた。だから、きっと雄を受け入れるのも二年以上ぶりなのだろう。

　そして、怜貴も随分ご無沙汰だった。欲望を発散させる為に気軽な付き合いをしたのは、いつだっただろうか。近頃は忙しく、それに雅貴が入社してからはそれどころではなかった。だから今、この柔らかな締めつけの感覚にすぐにでも暴発してしまいそうで、一旦ずるりと引き抜く。それからまたゆっくりと挿入し、理香子が慣れるまで動かさずじっとし、キスを交わしたり見つめ合ったりした。

　やがて、理香子の中がひくひくと動きだし、口付けに反応して中の怜貴自身をきゅっと締めつけたりする。怜貴は激しく突き上げたくなるのをぐっと我慢して、キスしながら手で身体に触れ、動かないまま愛撫を続けた。

「あっ、ああっ……怜貴さん、もう、大丈夫だから……っ」

　動かないままだと物足りないのか、理香子の腰が揺れ始めた。

　怜貴はニヤリとして口を開く。多分、我ながら意地の悪い表情になっていることだろう。

「良い所に、自分で当ててごらん」

「そんな……っ」

「ほら、どこが良いか俺に教えて」

「あっ、あんっ……はぁっ……」

　理香子は腰を揺らめかせ、良い所に怜貴自身を当てようと動いている。それは眩暈がするほど扇情的な光景だった。いつも優しく微笑んでいる理香子の表情は欲望で興奮していて、喘ぎ目を潤ませながら、脚を開いて怜貴を咥えこんでいる。

　奥まで自身を捻じ込み、腰を叩きつけたくなるが、それに耐えて怜貴はそっと動いた。

「ここが気持ち良い？」

「あーーーっ！」

　自分で良い所に当てて動かしていたのに、突然怜貴に動かれて思った以上の快感に襲われたのだろう。理香子は身体をひくつかせ嬌声をあげている。

「ほら、教えて。もっと動いて」

「もっ、やだぁ……っ」

　理香子の瞳からぽろりと涙が零れてしまった。泣いている顔も可愛い、けれど最初から泣かせて嫌がられるのも困る。怜貴は猫なで声を出して宥めた。

「すまない、理香子が可愛すぎるから苛めてしまった。もうしないから、許してほしい」

「っ、あんまり、意地悪しないで……」

　潤んだ瞳でそんなことを言われ、もう暴発してしまうかと思った。

　怜貴は奥歯を噛みしめて耐えながら、ゆっくり動き始めた。

「痛くない？」

「んっ、ああっ……はぁっ、きもち、いい……っ」

　怜貴が腰を動かす度にぐっちょぐっちょと水音が響く。理香子が感じる所を攻めるとぎゅうぎゅう締めつけて喘いでいるし、感じているはずだ。ただ、怜貴自身もそろそろ限界だった。それでも、まだ終わらせたくないと堪えて理香子を責める。腰を動かしながら、結合部に指を這わせ、彼女の一番感じる突起をぬるぬると弄った。

「あっ、あっ！　もっ、イく……っ！」

「イって、理香子……！」

「怜貴さん……っ！　あーーーーーっ！」

　危うい所だったが、先に理香子が達した。それにホッとして、中の収縮に合わせ突き上げると怜貴もすぐに達してしまった。薄い膜越しに欲望を放つと、信じられないほどの快感で腰が痺れた。

「はぁっ、はっ……理香子、理香子……っ」

　イった直後でも離れがたく、彼女の唇を求める。理香子もそれに応えてくれて、うっとりとして言った。

「こんなに気持ち良いの、初めて……」

　怜貴の雄が反応した。一度射精した位ではまったく萎えず、硬く昂ぶったままだったのだ。

　しかし、それでも彼女の中から抜いて避妊具の始末をする。

　それが終わってからは、二人は裸でいちゃいちゃとお互いに触れあい始めた。もう挿れるのはなしで、それ以外しかできないという暗黙の了解がさらに二人を高めていく。何度もキスをし、見つめ合い、お互いを愛おしいと思いながら二人はそれぞれ下腹部を濡らしていた。

「はぁっ……もう一度、いや、何度も挿れたいよ、理香子」

「ぁっ、そんな、ダメぇ……」

　駄目だと言いながら、理香子は唇に口付けられても身体中に触れられても、感じて反応している。

　怜貴は二人共横向きに寝る体勢になって、彼女を後ろから抱きしめた。そして理香子の腿の間に自身を挟み込みゆるゆると動き始める。

「足、ぎゅっと閉じていて」

　そう言って、自由な手で胸を揉みしだく。襞に怜貴自身が触れるのと、胸を弄られるので理香子はまた感じ喘ぎだした。

「っ、ふっ……あっ、あぁ……っ」

「理香子、可愛い。……愛してるよ」

　我ながら甘ったるい声で凄いことを囁いていると思う。こんなこと、今までに一度もなかった。

　女に勘違いされて纏わりつかれるのも嫌だったし、これは遊びでただの身体だけの関係だと、抱く相手には理解させていた。それでもとやかく言ってくる女には容赦なく切り捨てた。

　そんな自分が、今では相手がもし遊びだったら、もし自分を切り捨てようとしたらどうしようと、そんなことに不安で脅えている。人を好きになるというのは、こうも弱くなるものなのだろうか。

　理香子の名を何度も呼び、愛を告げながらうなじに口付ける。汗とアロマの香りにくらくらし、また達しそうだ。

「ふぁっ、あっ、もっ、やだぁ……っ」

　理香子は焦れったい快感ばかりで達することができないのが辛いのか、泣きそうな声を出して身体をくねらせている。

「理香子、ちゃんとイかせてあげるからもう少し我慢して」

「んっ、ふぁっ、あぁ……っ」

　何度も差し込んで襞を擦る。そしてもう達する、というところで彼女の腰を掴んでいた手を前に回し、割れ目の中に指を入れた。濡れた花芯を弄ってやると理香子は嬌声をあげながらすぐに達した。

「あーーーーっ！」

「くぅっ……！」

　その声と身体の震えを感じながら、怜貴も自分の手の中に白濁を放った。

　さすがにそのまま出すわけにはいかなかったので、とっさに己の手を汚してしまった。怜貴は手早くティッシュで後始末をし、そして、彼女を抱きしめ満ち足りた思いで横になった。

　本当は、もっとイチャつきたかったし彼自身はまだまだ元気だったが、理香子の翌朝の予定を考慮して抱きしめるに始終しておいた。

　理香子の寝顔を見て、こんなに可愛らしく愛おしい人と過ごせるなんて幸せだと、すっかり恋にハマりきっている状態だった。







　旅館に泊まって明けた朝、食事の前に温泉に入ったり、彼女の湯上がり浴衣姿に興奮したり、着替える時に恥ずかしがる彼女に興奮したりしながら、怜貴は思いがけない温泉旅行を楽しんでいた。

「怜貴さん、私、九時半のバスに乗るのでここを九時頃に出ますけど、怜貴さんはどうしますか？」

　化粧をしながら理香子が尋ねている。こういう何気ない彼女の様子を見られるのも嬉しい。怜貴は目を細めて答えた。

「俺も一緒でいい」

「では、駅までの送迎一緒にお願いしておきますね。帰りは昨日と同じように、新神戸から新幹線が一番早いかと……」

「いや、俺も一緒に宝塚に行く」

「えっ！　観劇するんですか？」

　驚いたように振り返る理香子に、怜貴は当然の如く頷いた。

「前とは違う演目なんだろう？」

「ええ、そうですけど……」

　大劇場で先に公演された物が、その後で東京劇場に来るようになっているので以前怜貴たちが観たものとは違う。

「俺も観て、終わった後で理香子が感想を言うのを聞きたいから」

「まあ……。でも、席がバラバラになるけど、よろしいですか？」

「それはかまわない。もし当日券がなくても終わるまで待っているよ」

　理香子は目を見開いてじっと怜貴を見つめる。そして、ぽつりと言った。

「何だか……。嬉しい、です」

「何が？」

「こうやって、付き合ってもらえるのが。趣味を認めてもらっているようで……」

「認めるも何も、俺が勝手に押しかけて来たんだ。理香子に合わせるのが当然だろう」

「でも、嬉しくて。大丈夫です、大劇場の方は当日券もありますから。SS席は完売していますけど」

　だいたい、良い席から売れていくのだ。

　ムラなら演目によっては当日券が買える日もある。勿論、人気の演目は完売してしまうが。

「席があるだけでいいから、どこでもいい」

　神妙にそう言う怜貴に、理香子は嬉しそうだった。

　二人は駅まで旅館のマイクロバスで送ってもらい、そして駅前のバス停から阪急宝塚まで直通のバスに乗車した。怜貴は本当はタクシーの方が、と思ったがついて行っている分際なので黙って理香子に従った。二人、並んで狭いシートに座るのも嬉しい。二人は手を握り合ったまま、静かに一時間ほどの乗車時間を過ごした。

　駅ロータリーのバス停に着いてから、花のみちをぶらぶら歩いていく。たくさんの女性たちが楽しげに歩き向かっている。理香子も顔をほころばせている。楽しみで仕方ないのだろう。

　チケットカウンターでは、理香子の言った通り当日券も販売していた。

　怜貴がチケットを買おうとすると、理香子が言った。

「怜貴さん、Ｓ席二枚買ってください」

「……わかった」

　なぜだとか、いいのかとか、いちいち聞きたかったがとりあえず指示に従った。ここは理香子のホームなのだ。理由は後からわかるだろう。

　怜貴が言われた通りにチケットを買うと、今度は理香子はチケットカウンターから少し離れたところで、メモ帳を破いて掲げた。そこには、

『SS席　一枚』

　と書いてあった。

　一人の女性が寄ってきて、すぐに話がついたようで二人はチケットをやり取りする。

　終わってから、理香子は言った。

「さ、行きましょう」

「よかったのか？　理香子、良い席だと楽しみにしていたのに」

　彼女は自分の楽しみより、怜貴と一緒に観劇することを選んでくれたのだ。心配顔をすると、理香子はにっこり笑った。

「いいんです。怜貴さんが私の趣味に付き合ってくれているのが、嬉しくて。私も、怜貴さんと一緒に観たいなって……」

　理香子は少し照れながらも、そう告げた。怜貴はその場で彼女を抱きしめ口付けたかったが、さすがにこの場所でそんなことをしてはいけないと耐えた。

　彼女と一緒に楽しみを享受できる幸せを噛みしめ、寄り添うように劇場内を歩いた。赤絨毯を踏んで微笑む彼女の隣にいられることが、怜貴には本当に幸福に感じられたのだった。







　観劇後は阪急電車に乗って梅田まで行き、理香子の希望の串かつ店で食事をし、週末の関西旅行を満喫する。それから二人一緒に新幹線で帰京した。

　品川に着くと離ればなれになってしまうと、怜貴は寂しく思い握っていた彼女の手を軽く振る。

「家に来ないか？　もう別れてしまうのは寂しい」

「今は未だ……。今さらこんなことを言うのも詭弁ですけど、やっぱり私の契約が終わってからで、いいですか？」

「ああ、そうだな……。私も、できるだけは我慢することにしよう」

　そう言うと、理香子がクスッと笑った。

　怜貴が何だ、という顔をすると彼女は面白そうに口を開く。

「さっきまで、怜貴さんはご自分のこと、俺っておっしゃってて、もう私に打ち解けてくださったのかと思ってたんです。でも、東京が近づくと『私』に戻ってしまった。私も、寂しいですよ」

「そうか……では取り繕わずに、俺も振る舞うことにするよ。だから、理香子も敬語はなしで、普通に話をしてほしい」

「それは、やっぱり契約終了後で……」

　理香子に同じ会社にいてほしい、しかし契約は早く終了してほしいというジレンマに陥る怜貴だった。







　結局、オーストラリアで英語留学した佐伯は現地の男と恋に落ちた挙げ句妊娠したということで、社には戻らないと連絡があった。

　怜貴は新たな正社員を雇うよう天岡に指示し、総務庶務に秘書的な役割をこなせる人材を求めたところ、グループ会社より打診があった。家族の介護でしばらく休職していた男性を、そちらで復帰させないかということだった。元は不動産部門の総務部所属だったその男性を、面接の末怜貴は雇い入れ、理香子は契約満了となって退職した。

　しばらく後、雅貴の上京に合わせ打ち合わせをすることになった怜貴は、仕事の話もそこそこに報告した。

「彼女と結婚を前提に付き合っている。お互いの両親にも紹介しあった」

「あの伯母さんの許可は取れたんです？」

　あの伯母さん、とは怜貴の母のことだ。昔から少々口うるさいところがあった母だが、怜貴も兄も三十を過ぎても結婚しないとあって躍起になっていた。が、嫁に望む条件が多すぎて相手は少ない、また母の望むご令嬢とは兄も怜貴も結婚などしたくなく、二人は実家に寄りつかず母は親戚中に嘆くという悪循環だった。

　雅貴はそのことを揶揄しているのだ。彼の父母はまったくの無関心だったが、怜貴の母のように過干渉でも困る。

　現に、怜貴が理香子を紹介しても、年齢がどうのフリーターがどうだの言っていたが、幸いにも彼女の家柄に助けられた。彼女の祖父は駒沢で病院を開院しており、現在は彼女の伯父、理香子の父の兄が継いでいる。理香子の父も医師で、自由が丘に戸建ての家を構えている。理香子は、

『祖父はお金持ちかもしれないし、父も少しは持っているかもしれないけれど、私自身は全然よ。むしろ貧しいもの』

　と言っていた。しかし、医院の系譜は怜貴の母を納得させるものだったのだ。理香子の父母は怜貴のことを気に入ってくれている。

　もうすぐ、二人は結婚する。

「それで、椎名さんは今、何をしているんですか」

「家でＣＳを観ている」

「ＣＳって？」

「スタステ……まあ、観劇だな。暇があればずっと俺の家で観ているよ」

　理香子は怜貴の家のオーディオ設備と大きなテレビを気に入って、基本怜貴の家に引きこもっている。それは怜貴にとってはとても嬉しいことだった。できることなら彼女をずっと自分の家に囲っておいて、外に出したくない。

　理香子のそんな現状を他の人に話すと、呆れたり外で働かせるよう言ったりするのが大抵だが、雅貴は羨ましそうな顔をした。

「一人になりたいと、黙って外出したりしないんですか」

「あまりないな。ずっと家にいても苦にならないタイプのようだ」

　雅貴はますます羨ましそうな表情をする。

　怜貴ももっと惚気たかったが、それよりは早く仕事を済ませて家に帰りたいと無駄話はそこまでにしておいた。







　仕事が終わると、怜貴は真っ直ぐ家に向かう。今まで、特に帰宅の必要性を感じない時は会社で業務をこなしていたものだったが、今や持ち帰りでできる仕事は家でしている。

「ただいま」

「おかえりなさい」

　結婚するまでは、と理香子は渋っていたが怜貴は少しでも一緒にいたいと説き伏せ、品川にあるマンションに彼女を迎え入れた。

　玄関まで迎えにきてくれた彼女を抱きしめ、口付けるとすぐにでもベッドルームに連れていきたくなるが、それを抑えて言った。

「見てほしい物件があるんだ。良い出物があって」

　リビングに行ってソファに座り、さっそく物件概要の書類を見せる。

　この家でもかまわないのだが、怜貴は理香子の為に新居を、それも日比谷に近い物件を探していた。

「どこなの？」

「最寄駅は新富町になる。有楽町線だ」

「銀座のすぐ近くじゃない」

　そんな所に家なんてあるの、と尋ねる理香子に怜貴は微笑む。

「ああ。日比谷からも近いしタクシーでもすぐ。何かあっても帰宅難民にならず歩いて帰れる。これが間取り図」

「わぁ……ここより広いのよね。すごい値段になりそうだけど」

　理香子の心配に、怜貴はにっこり笑って言い放つ。

「大丈夫だよ。君を心配させない為にもっと稼ぐから。それに、二人の家になるんだから二人に快適に備えたい」

「その、怜貴さんは……いいの？　私がスタステばっかり観ていても」

　さすが、怜貴がスキンシップを望む時はテレビを消すが、彼が不在の時は勿論、在宅していても仕事をしていたり他のことをしていたりすると隙あらばＣＳ放送か録画した物を繰り返し観ている。自分のことながら後ろめたくなったのだろう。

　怜貴は頷いた。

「君がそうやって俺の目の届く範囲にいてくれたらそれでいい。俺を優先してくれたら、それは嬉しいが」

　そう言って書類を置いて彼女を抱き寄せる。

　理香子も素直に身を寄せて、そして二人の口付けは深くなっていく。

　二人とも、今自分はこんなに幸せで良いのだろうか、と思っていたし、二人とも、この幸せが永く続きますように、と願っていた。










理香子のフォトスタ ３












６月×日








なんと、契約が一か月延長に。

それはいいけど、ムラ遠征の時にしばらく関西に行ってともちゃんの家にも遊びに行こうかと思ってたのに～。

一日は休めたけど、ともちゃんと都合が合わなくてぼっち遠征だわ。







Comment ともか

おおー、契約延長、おめでとう、なんかな？

ごめんなー、週末は義実家に行かなあかんくて。

また今度遊ぼ。

イケメンとは順調なん？









Comment りかこ

ありがとう、稼いでまた観劇費用にするわ！

いいのよ、一度行ってみたかった有馬温泉に行ってゆっくりしてくる。

上司とは順調、かなあ。仲は良いと思う。












７月×日








また激動の日だった。

ムラ遠征の前乗りで、温泉宿に泊まったんだけど突然彼氏が現れて。

ほんとびっくりした！

途中で見かけて着いてきたんだって。

結局、翌日一緒に観劇までしたよ。







Comment ともか

えっ?!　突然現れてって、着いて来て?!　えっ！

でも彼氏って言ってるし?!　泊まったってことは！！！









Comment りかこ

そう、ほんとあの人、イケメンで普段ちゃんとした人じゃなかったらストーカーみたいでヤバいと思うところだよ～。

彼氏発言は・・

偽装結婚とかゲイとか言っててゴメンナサイ、と心の中で謝っておいた、とだけ伝えておくわ。









Comment ともか

おおー、じゃあ疑惑は取れたんやな。

やっとやな！（笑）

良かったやん。

お式は系列ホテルでしてよ。

お祝いしに行くわ！












８月×日








最近、ほんとダメ人間の暮らししてる。

なーんにもしないで彼の家でスタステ観るだけの生活。

お式の準備とちょっと家事くらいはしているけれど。

働かなくていいって言われて甘えてる・・







Comment ともか

いいやん、私も扶養の枠内でしか働かんから、同じようなもんやで。

りかこも扶養内で働いて、それで観劇費用にしたらいいって！









Comment りかこ

ともちゃんの旦那さん、ほんと理解あるわ。

そういえば以前、触れちゃいけない方の若造イケメンにともちゃんの話したらすごく食いついてたよ。

「趣味に理解がない旦那とは結婚がうまくいかないって友達が言ってた」

って言ったらすごいあれこれ聞いてきてた。

「友達は旦那さんの出張をもっと長く行ってほしいと思ってる」

って言ったら、それはどういうことですか、とかキレ気味だった。









Comment ともか

えっ、どういうことなんｗｗｗ

そんで、キレ気味の若造にりかこは何て言ったん？









Comment りかこ

遠距離で京都にカノジョがいて、週末だけ会ってるみたいよ。

その後は、電話かかってきたり仕事したりでもう無視してた。

あれは彼女に鬱陶しがられてると見たね。









Comment ともか

ｗｗｗｗｗｗ（爆笑）

感じ悪かった若造に、最後に一矢報いたね（笑）












９月×日








彼氏の家に行ってご挨拶。

何だかいろいろカルチャーショックで、うまくやっていけるか心配になったけれど、でも私には歌劇があるから大丈夫かな。







Comment ともか

義実家とは距離を置いたお付き合いが一番よー。

うちはまあまあ仲良い方だけど、それでも親戚付き合いとか面倒やし。

歌劇があるから大丈夫なのは確かに！









Comment りかこ

すごく良いお家柄みたいだったの。

だからやっていけるかなーって。

彼ママもお嬢様で結構チクチク言ってくる感じだったけど、今度一緒に観劇しましょう～って誘っておいたわ。布教はいつでもしちゃうよ！









Comment ともか

そうや、ハメたったらいいねん。

最終的にはそれで仲良くなったらいいしな。

結婚してからがスタートで、今は未だ始まってもないんやで～がんばれ！












了












※この作品はフィクションであり、実在の人物、団体、事件とは一切関係ありません。
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